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第 7回　やろ舞い大祭

骨子・構成（案）デキタ！！

ご長寿お慶び申し上げます

まちの達人　下小口　前田佳博さん

●「天災は忘れる前にやってくる」！？　●大口町で想定される地震とは？
●地震に備えて必要なこと…！　●園児たちが地震を体験

来て！観て！踊ろまい！

みんなで考え　つくる（仮称）町民参加条例

平成 20年度　敬老事業について

“若さ”を生かして地域に貢献したい！

狙いを定めて竿をのばして…
ヨイショッ―
大きな魚に思わず拍手！
「ふれあい池で釣り大会」



日 月 火 水 木 金 土
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さくら病院 今井病院

みずの整形外科

いずみ内科
伊藤整形・内科
クリニック

石田整形外科

・乳がん検診（超音波）（10）・胃がん検診（10）
・子宮がん検診（10）
・歩く健康のつどい（11）
・しなやかお達者の会豊田（11）

・第7回やろ舞い大祭（3）
・秋色キルト教室（26）
・ペアｄｅヨガ（28）

・あなたもできる、救命手当（8） ・BCG（10）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）
・ひだまりの会（11）
・敬老事業（18）
・さくら大学（26）

・乳がん検診（MMG）（10） ・わかば健康診査（10）
・家庭児童相談（24）
・心配ごと相談（24）
・消費生活相談（24）

・10か月児健診（11）
・歩く健康のつどい（11）
・しなやかお達者の会豊田（11）

・普通救命講習会（8）
・第1回健康教室（27）

・生ポリオワクチン（10）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）

・1歳6か月児健診（11）
・母子健康手帳交付説明会（11）
・しなやかお達者の会余野（11）

・子育て相談室（11）
・南保育園（17）

・歯科健診（11）
・らくらく離乳食教室（11）
・北保育園（17）
・心配ごと相談（24）
・多重債務者相談（24）
・法律相談（24）

・防災訓練（5）
・骨の折れない話（15）

・生ポリオワクチン（10）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）

・3歳児健診（11）
・西保育園（17）
・心配ごと相談（24）

・母子健康手帳交付説明会（11）
・厚生年金相談（24）

・子育て相談室（11）
・中保育園（17）

・しなやかお達者の会余野（11）

・生ポリオワクチン（10）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）
・ひだまりの会（11）

・4か月児健診（11）
・ブックスタート（23）
・家庭児童相談（24）
・心配ごと相談（24）
・登記相談（24）

・厚生年金相談（24） ・ふれあい育樹会（29）
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税務課収納窓口の延長 26日（金）午後7時まで
開設 7日（日）、28日（日）午前10時から午後2時

●国民健康保険税（5期）●下水道受益者負担金（2期）
●介護保険料（5期）●後期高齢者医療保険料（3期）

納期限：9月30日（火）

携帯電話からの登録方法
携帯電話から下記メールアドレスへ空メールをお送り

ください。送信された携帯電話のメールアドレスあてに
「本登録」の手順をご案内します。

oguchi@entry.mail-dpt.jp

※QRコードを使用できる機種をお持
ちの方は右のQRコードをお使いく
ださい。

あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと
防災・防犯メール配信サービス

生活課
窓口延長日

10日（水）
24日（水）

午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

月 日 病院・医院名 電 話

9月7日 みずの整形外科 94-2210

14日 さくら病院 95-6711

15日 今井医院 95-2534

21日 いずみ内科 92-2511

23日 伊藤整形・内科クリニック 92-3388

28日 石田整形外科 92-1100

10月5日 山田外科内科 93-5533
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昨年の新潟県中越沖地震により発生した道路の地割れ
（新潟県柏崎市内）

世
界
有
数
の
地
震
大
国
と
い
わ
れ
て

い
る
日
本
。
平
成
７
年
１
月
に
発

生
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
・
淡
路

大
震
災
）
で
は
、
約
６
０
０
０
人
に
お
よ

ぶ
尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
で
も
、
平
成
１６
年
の
新
潟
県
中
越

地
震
、
平
成
１９
年
の
能
登
半
島
地
震
、
新

潟
県
中
越
沖
地
震
、
今
年
に
入
っ
て
岩

手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
、
各
地
で
大
規

模
な
地
震
が
連
続
し
て
発
生
し
て
い
ま
す
。

大
地
震
、
そ
の
と
き
ア
ナ
タ
は
ど
う
し

ま
す
か
？

大
口
町
で
想
定
さ
れ
る
地
震
と
は
？

幸
い
に
も
大
口
町
で
は
、
大
き
な
被
害

を
受
け
る
よ
う
な
地
震
は
近
年
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
今
後

も
発
生
し
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
む
し

ろ
い
く
つ
か
の
大
規
模
地
震
の
危
険
性
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
私
た
ち
の

住
む
こ
の
大
口
町
で
今
後
想
定
さ
れ
る
の

は
、
ど
の
よ
う
な
地
震
で
し
ょ
う
か
。

▽
活
断
層
（
養
老
―
桑
名
―
四
日
市
断
層

帯
）
に
よ
る
地
震

養
老
―
桑
名
―
四
日
市
断
層
帯
は
、
養

老
山
脈
の
東
山
麓
を
ほ
ぼ
南
北
に
向
か
っ

て
の
び
る
全
長
約
６０
㎞
の
活
断
層
で
す
。

今
後
の
３０
年
間
で
地
震
が
発
生
す
る
確
率

は
１
％
未
満
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
活

断
層
に
よ
る
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
大

口
町
内
で
は
最
大
で
震
度
５
強
の
揺
れ
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

▽
東
海
地
震
・
東
南
海
地
震

静
岡
県
か
ら
愛
知
県
の
沖
合
に
あ
る
プ

レ
ー
ト
境
界
で
、
近
い
将
来
に
東
海
地
震

や
東
南
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
な
地
震
が

発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
が
同
時
に
発
生
し
た
場
合
、
大
口
町
内

で
は
最
大
で
震
度
５
強
の
揺
れ
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
大
口
町
は
、「
東
南
海
・
南
海
地

震
防
災
対
策
推
進
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
大
規
模
地
震
に
よ
る
危
険
性
が
高

い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特 集
「
天
災
は
忘
れ
る
前
に

や
っ
て
く
る
」
！？



▼
ま
ず
は
す
ぐ
に
で
き
る
こ
と
か
ら

家
屋
の
耐
震
は
重
要
で
す
が
、
コ
ス
ト

や
時
間
が
か
か
り
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
す
ぐ
に
で
き
、

費
用
も
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
家
具
の
転
倒

防
止
策
が
、
身
の
安
全
を
確
保
で
き
る
重

要
な
備
え
と
な
り
ま
す
。
家
具
だ
け
で
な

く
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
等
も
し
っ
か
り
固

定
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
就
寝
中
は
倒
れ
て

く
る
家
具
に
対
処
で
き
な
い
た
め
、
寝
室

の
家
具
は
必
ず
固
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
家
屋
の
耐
震
診
断
を

昭
和
５６
年
５
月
１
日
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、
無
料
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

耐
震
診
断
に
よ
り
耐
震
性
が
確
保
さ
れ

て
い
な
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
耐
震
改

修
工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

耐
震
診
断
に
関
す
る
問
合
せ
先

役
場

都
市
開
発
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
７
３

▼
備
蓄
品
の
準
備

災
害
に
備
え
て
、
非
常
食
、
ラ
イ
ト
等

の
備
蓄
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
す
で
に

備
蓄
し
て
い
る
場
合
も
、
年
に
一
度
は
賞

味
期
限
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

災
害
発
生
後
に
必
要
な
の
は
、
隣
近
所

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
隣
近
所
同
士
に

よ
る
救
助
等
の
助
け
合
い
が
で
き
る
よ
う

に
、
日
頃
か
ら
声
を
掛
け
あ
う
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▽
ま
ず
身
の
安
全
を
第
一
に

大
き
な
地
震
で
は
動
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
ま
ず
身
の
安
全
を
確
保
し
、
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
た
ら
火
の
元
を
確
認
し
、
安

全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
避
難
す

る
場
合
は
非
常
袋
を
持
ち
出
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
族
と
隣
近
所
の
方
の
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
も
靴
を
履
く

大
き
な
地
震
の
後
は
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の

破
片
が
床
に
散
乱
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
足
の
裏
を
ケ
ガ
し
な
い
よ
う
に
屋

内
で
も
靴
を
履
き
ま
し
ょ
う
。

▽
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
す

地
震
に
よ
る
停
電
か
ら
電
気
が
復
旧
す

る
際
に
、
通
電
に
よ
り
火
花
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
火
花
が
漏
れ
た
ガ
ス

な
ど
に
引
火
す
る
と
、
火
災
に
発
展
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
地
震
後
に
停
電
し
た

ら
、
ま
ず
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し
、
安
全

が
確
保
で
き
て
か
ら
通
電
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▽
自
動
車
は
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
に

地
震
後
に
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

緊
急
車
両
な
ど
の
妨
げ
に
な
っ
た
場
合
に

す
ぐ
に
移
動
で
き
る
よ
う
、
キ
ー
を
つ
け

た
ま
ま
ロ
ッ
ク
を
せ
ず
に
離
れ
ま
し
ょ
う
。
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TOPICS―

大口町が被害を受けた
大規模地震

明治24年10月28日に発生した濃
尾大地震では、大口町（当時は太田
村、小口村、富成村）も死者6名、
負傷者17名、建物の全壊623戸な
ど、甚大な被害を受けました。この
地震の最大震度は6で、余震は880
回あまりであったといわれていま
す。（出典 大口町史）

TOPICS―

緊急地震速報を活用しよう

気象庁では、地震の発生を直前に
お知らせする「緊急地震速報」を提
供しています。これは、早く伝わる
Ｐ波（初期微動）を察知し、Ｓ波
（主要動）が到達する前にテレビや
ラジオなどで情報をお知らせするシ
ステムで、数秒から数十秒の猶予時
間をもって地震の到来を知ることが
できます。情報を最大限に活用する
ために、室内の安全確保など、事前
に準備をしておきましょう。

震源地
S波

20-08

P波

センサー

園児たちが地震を体験

7月22日から26日にかけ、町
内の各保育園になまず号（愛知
県の地震体験車）が出張し、園
児たちが地震を体験しました。
実際に震度5強の揺れを実感

した園児たちは、その揺れの強
さに驚きながらも、落ち着いて
机の下にもぐり、身の安全を確
保していました。

なまず号（地震体験車）

▼

地
震
に
備
え
て
必
要
な
こ
と
…
！

地
震
が
発
生
し
た
ら
…
！

①
家
屋
の
耐
震

②
家
具
の
転
倒
防
止

③
備
蓄
品
の
準
備

④
隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
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③住民等の状況に応じたきめ細かなサービス提供をすることができま
す。

④町の執行機関が政策立案過程から住民等に対して、説明責任を果た
すことで、住民等と町の執行機関の信頼関係を築くことができます。

６ 住民（等）の役割
・住民等は、まちづくりの主体であることを自覚し、自らの発言と行
動に責任を持って行政に参加し、協働します。

・住民等は、まちづくりの主体として、町内で自らできることは自主
的に考えて行動するとともに、まちづくり活動にも積極的に参加し
ます。

・住民等は、町の執行機関との協働で事業を実施しようとするときは、
その趣旨等を公表し、事業を実施するときは、その継続と改善に努
めます。

・住民は、自治組織における自らの役割を踏まえ、自治組織が行う活
動に積極的に参加するよう努めます。

・これらの役割は強制されません。
７ 自治組織の責務
・自治組織は、対象区域に居住する住民が自治組織の活動に参加する
機会の確保に努めます。

・自治組織は、対象区域に居住する住民の参加を拒まず、不当に差別
的な扱いはしません。

８ 議会の責務
・議会は、この条例の目的及び基本理念を尊重し、住民を代表する意
思決定機関として住民に開かれた議会運営に努めます。

９ 町の執行機関の責務
・町の執行機関は、「参加と協働のまちづくり」の意義を自覚し、責
任をもって施策を実施します。

・町の執行機関は、「参加と協働のまちづくり」を促進するために必
要な環境整備と基盤整備に努めます。

・町の執行機関は、職員一人ひとりが、参加と協働の意義を認識し、
責任を持って施策に反映できるよう、意識改革や技能向上を図るた
めの制度を整備します。

・町の執行機関は、自治組織の自主性と自立性を尊重するとともに、
その活動を振興するために必要な制度を整備します。

・町の執行機関は、政策を実行する責任、結果に対する責任及び住民
等に説明する責任を負います。

・町の執行機関は、住民等の意見が施策に反映されるとともに、参加
する機会が保障されるよう多様な参加機会の整備に努めます。

１０ 参加と協働の原則に基づく制度
（１）住民等相互が又は住民等と行政がまちづくりについて話し合う
ことができる制度を次のとおり設けます。

（２）制度の具体例
①提案フォーラム（検討会）
・住民等から政策提案が出された場合、町の執行機関はその提案を受
け止め、双方協議の上、実施の可否等の結論を出す手続きを制度化

【補足】
・目的は、住民の提案を聞きっぱなしにせず、きちんと説明責任を果
たすことにあります。

・一定の人数以上の住民等及び自治組織の提案について、提案者と町
の執行機関がともに検討をして結論づけるもの（期間限定でも良
い）。提案の取り扱いについての説明責任も果たすことができ、ま
た課題の把握にも役立ちます。

②政策フォーラム（検討会）
・町の執行機関は、住民等の生活又は活動に大きく影響を及ぼすよう
な事業を計画した場合は、必ずその目的や目標、方法等を住民等に
説明する場を設ける手続き

【補足】
・このフォーラム（検討会）は、町の執行機関からの一方的な説明だ
けでなく、計画案に対する意見聴取や、参加・協働の要請などを行
う場でもあります。

・提案フォーラム（検討会）での提案者は説明者になります。
③パブリックコメント（意見公募手続）
・重要な計画や条例等を策定・変更する場合は、事前にその案を公表
し、住民等の意見を聴取する手続きを制度化

【補足】
・パブリックコメント（意見公募手続）は、住民等の意見を反映でき
る段階で実施する。また、意見の出し方、出された意見の取り扱い
方など、意見を述べる側、受ける側の責任の明確化に留意しなけれ
ばなりません。

・政策フォーラム（検討会）とパブリックコメント（意見公募手続）
は、事業や計画によりどちらか適切な方法で実施します。

④主要施策の評価
・数値目標等を明示した主要施策（行政経営計画）の評価に住民等が
参加する第3者評価の手続きを制度化

⑤出前トーク（対話）
・住民等の要請を受けて出向き、住民等が希望するテーマ（主題）に
ついて町の考え方等を説明するとともに、率直な意見交換を行う場
を設ける手続きを制度化

⑥地域懇談会
・毎年、各行政区へ赴き、自治組織に対して直接、施政方針を伝える
とともに、率直な意見交換を行う場

⑦元気なまちづくり事業
・大口町内におけるNPO活動を広く把握し支援するために、市民団
体の登録制度を設けるとともに、登録した団体が実施する事業のう
ち、公益性があると認められる事業を、大口町元気なまちづくり事
業として支援する制度

※大口町NPO活動促進条例に規定
⑧住民投票制度
・住民等の意思を直接問う必要がある場合には、住民投票制度を設け
ることができるよう、住民投票の発議権を明らかにし、具体的な手
続き及び投票者の範囲は、別に条例で定めます。

【補足】①から⑧の各制度の施行にあたり、具体的な要件や手続きの
方法は、別に条例、規則、要綱等で定めます。

第3章 役割と責任

第4章 参加と協働のまちづくり

昨年 7 月からはじめた条例づくり。住民の皆さんからい
ろいろな話を伺い、それをもとにこんな形の条例の骨組み
が出来ました。大口町のまちづくりの主権者は町民、その
町民の意志や責任のもと、参加と協働でまちづくりをおこ
なうための条例です。『骨子･構成 ( 案 )』をもっと良くする
ために、今後開催予定の地区懇談会やフォーラム等で、多
くのご意見･ご提案をお寄せください。

問合せ先 役場 政策調整課 95-1111 内線 211



前 文
【目的に関する規定】
第１章 総則（目的・定義）
第２章 基本理念（基本理念・参加と協働の原則）
第３章 役割と責任（住民の役割・自治組織の責務・議会の責務・行
政機関の責務）

【手段に関する規定】
第４章 参加と協働のまちづくり（参加と協働の原則に基づく制度）

※条文の前に位置し、この条例の意図などを表します。
・参加と協働を必要とする社会背景
・大口町の取り組みと成果
※第6次総合計画、NPO活動促進条例
・これらを背景として条例を制定
・基本規範としての位置づけ
※条例に定める基本理念及び役割と責務が事務事業に反映され、大口
町の意見を決定する過程で、この条例に定める参加と協働の原則に
基づく制度が有効に活用される。

１．目的
・この条例は、『住民の参加』と『協働』に基づく“まちづくり”の
基本理念、施策（手段）等を規定するとともに、まちづくりの主体
となる住民及び自治組織の役割や、議会・町の執行機関の責務を定
め、『参加と協働のまちづくり』を推進することを目的とします。

２．定義
（１）住民
・大口町内に在住する個人並びに大口町内の事業者又は団体をいいま
す。

（２）自治組織
・地方自治の基本である住民自治の強化や、住民と町の執行機関の協
働推進等を目的とする組織で、次の行政区をいいます。秋田区、豊
田区、大屋敷区、外坪区、河北区、余野区、上小口区、中小口区、
下小口区、垣田区及びさつきケ丘区。

（３）住民等
・住民、自治組織、町内に在勤及び在学する個人その他大口町のまち
づくりに関わる人をいいます。

（４）町の執行機関
・町長部局、選挙管理委員会、農業委員会、教育委員会、固定資産評
価委員会及び監査委員並びにこれらに属する職員のことを言いま
す。

（５）参加
・町の執行機関が行う政策の形成、実施及びその評価において、住民
等が主体的に意見・提案等を行うことにより意思表示をすることを
いいます。

【補足】住民自治（町政が住民の意思と責任に基づいて処理されるこ
と）を担保するものです。

（６）協働
・住民等と町の執行機関が、共通の課題を解決するため、互いの相違
を認め、尊重し合い、それぞれの知恵と工夫を活かしながら、対等
な立場で連携・協力すること（以下、「町の執行機関と協働」とい
う。）又は住民等が非営利で公共の課題を解決するため、相互に連
携・協力することをいいます。

【補足】協働によって、住民の自己実現を図るとともに、住民自治を
担保するものです。

（７）まちづくり
・大口町という地域社会を活性化するため、地域が抱えている課題を
解決し、又は地域の価値を創造するための取り組みをいいます。

３ 基本理念
・地方自治における主権は住民にあり、地方自治は、住民の意思と責
任において営まれなければなりません。

・住民が、大口町という地域社会のあり方に深い関心を持ち、積極的
にその意思を表明し、参加と協働の一翼を担うとともに、大口町の
議会（以下「議会」という。）と町の執行機関による住民の行動や
知恵と創意工夫を活かしたまちづくりを行おうとする意思が、住民
主権の地方自治を実現するものと考えます。

・このため、住民並びに議会と町の執行機関は、それぞれが有する役
割と責務を認識し、住民等の参加と協働によるまちづくりを推進し
ます。

４ 参加と協働の原則
・参加及び協働は、住民等の主体的な意思によるものであり、強制さ
れません。

・住民等の自主的な活動や、住民相互の参加と協働は制限されず干渉
を受けません。

・町の執行機関は、住民等の自主的な活動を促進するために必要なコ
ーディネート（連絡調整やまとめ）を担います。

・住民等は、町の執行機関が行う政策の形成、実施及びその評価に対
する住民等の意思表示及び提案の機会が保障されます。

・町の執行機関が保有する情報について積極的に適正かつ正確な内容
で公開を受ける権利が保障されます。

【補足】大口町情報公開条例により保障
・住民等は、町の執行機関との協働で行う事業に関する説明の機会及
び、参加の機会並びに事業の成果に関する報告の機会が保障されま
す。

【補足】大口町NPO活動促進条例により保障
・議会と町の執行機関は、住民等の参加の促進と町の執行機関との協
働においては対等な関係を実現する義務を負っています。

５ 参加と協働の効果
・参加と協働のまちづくりは、大口町のまちづくりを次のように変え
ます。

①住民等の知恵や工夫をまちづくりに活かすことができます。
②住民等が得意とする分野と行政が得意とする分野を活かし合ってよ
り効率的・効果的に課題を解決することができます。

7 平成20年9月号

前 文

第1章 総 則

第2章 基本理念

『(仮称)参加と協働のまちづくり条例』 ― 骨子・構成（案） ―



日
ご
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備
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わ
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。
そ
ん
な

東
海
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
は
、
家

族
が
一
緒
に
い
る
と
き
に
起
こ
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と
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。
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ま
わ
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の
防
災
対
策
を
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し
て
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ま
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ょ
う
。
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９
月
１
日
は

「
防
災
の
日
」

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時

９
月
２０
日
貍

午
前
９
時
か
ら
正
午

場
所

丹
羽
消
防
署

本
署

※
２
名
以
上
で
あ
れ
ば
、
都
合
の
よ
い

日
時
に
受
講
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

丹
羽
消
防
署

本
署

蘂
９５
―

５
１
５
１

地震発生！―
そのときあなたはどうしますか？

①グラッときたら身の安全
②すばやく火の始末
③戸を開けて出口を確保
④火が出たらまず消火
⑤あわてて外に飛び出さない
⑥避難の前に電気・ガスの安全確認
⑦避難は徒歩で、持ち物は最小限に
⑧狭い路地や塀に近づかない
⑨協力し合って救出・救護
⑩正しい情報を聞き、冷静な行動

リュックサックなどに必要なものを
まとめて、避難する時、取り出しやす
い所に置いておきましょう。
また、非常備蓄品は、地震後の生活

を支えるものです。1人3日分程度が目
安になりますので、確保しておきまし
ょう。
●食料・飲料水
●懐中電灯（予備の電池付き）
●小型ラジオ（予備の電池付き）
●救急医薬品や常備薬
●衣類
●雨具
●貴重品（現金、免許証、健康保険証、
預金通帳、印かんなど）

●ティッシュなど生活に欠かせない品
※皆さんの家庭でどんなものが必要
か、ぜひ話し合ってみてください。

割
れ
た
ガ
ラ
ス
の
破
片
で
け
が
を
し
な

い
よ
う
、
寝
室
に
ス
リ
ッ
パ
な
ど
を
置
く
。

家
か
ら
避
難
す
る
と
き
、
玄
関
や
目
の
付

き
や
す
い
場
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に
避
難
先
な
ど
を
書
い
た

メ
モ
が
残
せ
る
よ
う
、
紙
や
マ
ジ
ッ
ク
な

ど
を
準
備
し
て
お
く
。
災
害
時
に
家
族
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連
絡
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取
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え
る
よ
う
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災

害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」
の
使
い

方
を
理
解
す
る
な
ど
、
災
害
に
対
し
て
家

族
全
員
で
、
よ
く
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

非常持ち出し品

「
あ
な
た
も
で
き
る
、

救
命
手
当
」
を
開
催
し
ま
す

「
人
工
呼
吸
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
き
は
？
」「
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
は

ど
う
や
る
の
？
」「
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
は
ど
う
や
っ
て
使
う

の
？
」

大
切
な
救
命
手
当
を
、
丹
羽
消
防
署

の
救
急
隊
員
が
出
張
し
て
皆
さ
ん
に
直

接
指
導
し
ま
す
。

買
い
物
つ
い
で
に
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て

み
ま
せ
ん
か
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月
７
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３
時

場
所

イ
オ
ン
扶
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ー
付
近
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容

心
肺
蘇
生
法
の
体
験
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

方
法
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富
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映
り
を
る
木
の
葉
に
遊
ぶ
目
高
か
な葉栗

晴
美

睡
蓮
の
花
へ
浮
葉
を
重
ね
合
ひ

笹
山

宰
子

水
色
の
一
輪
の
薔
薇
を
見
舞
客長

谷
川
す
ゞ
子

朝
一
番
の
完
熟
ト
マ
ト
竹
か
ご
に丹

羽
留
理
子

青
芒
一
葉
ひ
と
葉
に
朝
の
露

水
野

邦
子

わ
が
庭
に
季
節
の
移
ろ
ひ
半
夏
生近

藤

清
子

朝
顔
の
今
日
は
い
く
つ
観
察
誌

大
野

正
子

鵜
の
吐
き
し
鮎
お
お
か
た
は
稚わ
か

か
り
き

土
川

照
恵

今
月
は
、
７
月
に
開
催
し
た
一
日
教
室

２
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

「
勾
玉
を
作
っ
て
遺
跡
を
歩
こ
う
」

７
月
２６
日
貍
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
、

小
学
校
６
年
生
４
人
が
参
加
し
、
遺
跡
を

歩
い
て
地
表
面
に
落
ち
て
い
る
土
器
片
を

観
察
し
た
り
、
採
取
し
て
収
蔵
庫
で
洗
い
、

勾
玉
作
り
の
キ
ッ
ト
を
使
っ
て
削
り
な
が

ら
勾
玉
を
作
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
古
代
人
の
衣
服
で
あ
る
貫
頭

衣
（
か
ん
と
う
い
）
と
作
っ
た
勾
玉
を
つ

け
、
一
人
ず
つ
記
念
撮
影
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。

こ
の
中
か
ら
、「
未
来
の
考
古
学
者
が
出

る
と
楽
し
い
な
」
な
ど
と
思
い
な
が
ら
、

楽
し
く
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

「
水
野
政
雄
先
生
と
遊
ぼ
う
」

７
月
２７
日
豸
午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で
、

開
催
中
の
企
画
展
「
木
と
紙
が
生
み
出
す

世
界
〜
心
の
森
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
水
野

政
雄
展
」
の
水
野
先
生
を
お
迎
え
し
て
、

折
り
紙
で
何
種
類
も
の
飛
行
機
を
作
っ
た

り
、
紙
コ
ッ
プ
を
切
っ
て
遊
び
道
具
な
ど

を
作
り
ま
し
た
。

家
族
連
れ
な
ど
２０
名
の
参
加
が
あ
り
、

親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

企
画
展
「
木
と
紙
が
生
み
出
す
世
界
〜

心
の
森
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
水
野
政
雄
展
」

は
、
９
月
１５
日
豺
ま
で
の
開
催
で
す
。
皆

さ
ん
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

ご
利
用
案
内

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

３
階

休
館
日

月
・
火
曜
日

※
祝
日
は
開
館

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

入
館
料

無
料

問
合
せ
先

蘂
９４
―
０
０
５
５

▲採取した土器を洗浄

▲実演する水野先生



日
時
お
よ
び
対
象

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
１
回
）

▽
９
月
５
日
貊

平
成
１９
年
１０
月
生
ま
れ

の
乳
児

▽
９
月
２６
日
貊

平
成
１９
年
１１
月
生
ま
れ

の
乳
児

●
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
第
２
回
）

▽
９
月
１９
日
貊

平
成
１９
年
４
・
５
月
生

ま
れ
の
乳
児

●
Ｂ
Ｃ
Ｇ

▽
９
月
１２
日
貊

平
成
２０
年
５
月
生
ま
れ

の
乳
児

※
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
２
時

※
対
象
以
外
の
方
は
電
話
等
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
へ

体
調
が
心
配
な
と
き
は

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
予
診
票
お
よ
び
母
子
手

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
乳
が
ん
検
診
（
超
音
波
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
２９
日
豺

午
後
１
時
か
ら
３
時

対
象
者

３０
歳
以
上
４０
歳
未
満
の
女
性
（
要
予
約
）

費
用

７
０
０
円

●
乳
が
ん
検
診
（
Ｍ
Ｍ
Ｇ
）

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
８
日
豺

午
前
８
時
４５
分
か
ら
午
後
３
時

対
象
者

４０
歳
以
上
の
女
性
（
要
予
約
）

費
用

１
０
０
０
円

●
胃
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
３０
日
貂

午
前
８
時
４５
分
か
ら
１１
時

対
象
者

町
内
在
住
の
方
（
要
予
約
）

費
用

１
０
０
０
円

●
子
宮
が
ん
検
診

日
時
お
よ
び
受
付
時
間

９
月
３０
日
貂

午
後
１
時
か
ら
１
時
５０
分

対
象
者

町
内
在
住
の
女
性
（
要
予
約
）

費
用

５
０
０
円

※
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
乳
が
ん
検
診
は
２
年
に
１
回
受
診
で
き

ま
す
。

※
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
バ

ス
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
骨
は
健
康
で
す
か
。
骨
粗
し

ょ
う
症
は
、
長
年
の
生
活
習
慣
に
よ
り
自

覚
症
状
の
な
い
ま
ま
、
突
然
骨
折
や
激
し

い
腰
痛
に
襲
わ
れ
ま
す
。
若
い
う
ち
か
ら

自
分
の
骨
量
を
知
り
、
予
防
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

日
時

１０
月
２０
日
豺
、
１１
月
１２
日
貉

午
前
９
時
３０
分
か
ら
午
後
３
時
３０
分

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

町
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
方

※
医
療
機
関
等
で
す
で
に
骨
粗
し
ょ
う
症

の
治
療
中
の
方
は
除
き
ま
す
。

※
４０
・
４５
・
５０
・
５５
・
６０
・
６５
・
７０
歳
の

節
目
年
齢
の
女
性
の
方
に
は
、
先
行
で

お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

内
容

超
音
波
に
よ
る
か
か
と
の
骨
密
度

測
定
、
健
康
相
談
、
栄
養
相
談

費
用

３
０
０
円

定
員

９５
名
（
先
着
順
）

申
込
み

節
目
年
齢
の
方
は
９
月
１
日
豺

か
ら
、
一
般
の
方
は
９
月
１６
日
貂
か
ら

受
付
け
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〜
２０
・
３０
歳
代
か
ら
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
〜

無
理
し
が
ち
な
若
い
世
代
か
ら
、
ぜ
ひ

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

町
内
に
お
住
ま
い
の
２０
歳
か
ら
３９

歳
ま
で
の
方
で
、
会
社
等
に
お
勤
め
で

な
い
方

日
時

９
月
１０
日
貉
、
１０
月
８
日
貉

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

※
１５
分
刻
み
で
受
付
け
し
ま
す
。

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

費
用

１
０
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み

保
健
セ
ン
タ
ー
（
電
話
予
約
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

４０
歳
以
上
で
歯
を
失
う
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
歯
周
病
に
よ
る
も
の
で
す
。

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
正
し
い
歯

磨
き
の
仕
方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

期
間

１０
月
３１
日
貊
ま
で

場
所

町
内
歯
科
医
院

対
象

平
成
２１
年
３
月
３１
日
ま
で
に
、

４０
・
４５
・
５０
・
５５
・
６０
・
６５
・
７０
歳
の

節
目
年
齢
に
達
す
る
方

費
用

５
０
０
円

定
員

５０
名
（
要
予
約
）

申
込
み
先

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
後
、
受
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
広
報
７
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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申込みおよび問合せ先
蘂94―0051

集
団
予
防
接
種

歯
周
病
予
防
健
診

集
団
が
ん
検
診

骨
密
度
測
定

わ
か
ば
健
康
診
査
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定
年
後
、
少
し
気
を
緩
め
た
せ
い

で
太
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

週
３
回
、
１
万
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
挑
戦
し
、
朝
夕
は
軽
い
ス
ト
レ
ッ

チ
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
動
力
は
、
知
人
に
誘
わ
れ

て
入
会
し
た
「
脱
メ
タ
ボ
の
会
」
で

の
、
楽
し
み
な
が
ら
体
を
動
か
す
こ

と
や
食
生
活
の
対
策
・
予
防
を
確
認

で
き
る
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
妻
の
協
力
も
得
て
、
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
規
則
正
し
い

食
事
法
、
緑
黄
色
野
菜
を
多
く
摂
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

な
に
よ
り
健
康
が
第
一
で
す
ね
。 宮本憲生さん

行 事 日／曜 受 付 時 間 対 象 者 等

4か月児健診 24（水） 午後1:00
～1:30

20年5月生まれの乳児および未受診児
※個別通知をご確認ください

10か月児健診 9（火） 午後1:00
～1:30 19年11月生まれの乳児および未受診児

1歳6か月児健診 16（火） 午後1:00
～1:30 19年2月生まれの幼児および未受診児

3歳児健診 3（水） 午後1:00
～1:30 17年8月生まれの幼児および未受診児

母子健康手帳交付説明会 1（月）
16（火）

午前9:45
～10:00 母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導

子育て相談室 4（木）
18（木）

午前9:30
～11:30

子どもの身長・体重測定、保健師・栄養士・助産師によ
る育児や発育に応じた相談と妊婦相談 ※18日は要予約

歯科健診 17（水） 午後1:00
～1:30

2歳3か月児（18年6月生まれ）
持ち物 母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオル

らくらく離乳食教室 17（水） 午前9:45
～10:00

離乳食初期から中期のお話とデモンストレー
ション ※要予約

保健師・栄養士による健康相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

生活習慣病予防、食生活改善、その他健康に
ついての相談

歯科衛生士による口腔相談 毎週金曜日 午前9:30
～11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法など
の相談 ※要予約

歩く健康のつどい 9（火）
30（火）

午前9:30
～9:45

血圧測定、尿検査、ストレッチ体操、1時間歩
行など

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口地区コミュニティーセンター）

12（金）
26（金） 午前10:00 ご家庭から外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリ

エーション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

2（火）
16（火） 午前10:00 介護予防のための筋力トレーニングを中心と

した運動・その他レクリエーションをおこな
います。しなやかお達者の会

（豊田学共施設）
9（火）
30（火） 午前10:00



今
月
の
健
康
俳
句

薬
よ
り
健
康
に
よ
い
旬
の
も
の

吉
田
雄
亮

問合せ先 保健センター 蘂94―0051

今
月
の
健
康
川
柳

山
歩
く
暑
さ
し
の
ぎ
て
健
や
か
に

恒
川

子

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

健康おおぐち21 シンボルマーク

味が濃い食事
が好きな方

「おおぐち産 旬の野菜情報」「おおぐち産　旬の野菜情報」
No.26・No.27ができました！No.26・No.27ができました！
「おおぐち産 旬の野菜情報」「おおぐち産　旬の野菜情報」
No.26・No.27ができました！No.26・No.27ができました！
「おおぐち産 旬の野菜情報」
No.26・No.27ができました！

塩分を減らそう ～適正な塩分量を知り、食べ過ぎを防ごう～

続けてもう続けてもう一歩一歩続けてもう続けてもう一歩一歩続けてもう一歩
食生活の目標

「塩分の摂り過ぎは体によくない」とよく耳にしますが、塩分は体に
とって必要なものです。塩分の構成成分であるナトリウムは、細胞の
外に多く存在し、生命活動のさまざまな場面で使われています。

体液とほぼ同じ、0.8g/dlの食塩水を染み込ませた「ろ紙」を舐め、塩
味を感じるかどうかのチェックをおこないました。326人中「塩味が濃
い」と感じた人はわずか37人…。この濃度の塩分を「ふつう」「うすい」
と感じる人は濃い味付けに慣れ、舌が鈍化していると考えられます。
うす味の食事を約2か月続ければ、塩味覚は回復するといわれま

す。減塩にチャレンジしたい方、自分の味覚をチェックしてみたい方は
、保健センターまでお越しください。保健センターでは、毎週金曜日の
午前中に健康相談をおこなっています。

日本人の平均食塩摂取量は、
11.2g（平成18年度国民健康・栄養
調査結果より）と男女ともに摂り過
ぎの傾向があります。

しかししかししかし
必要な量はわずか 3g以下!!

味が濃いと、
ついつい食べ
過ぎる

体重が増える

のどが渇く（体はナトリウムを含む0.85％の体液を維持するために水分で薄めようとする）

血液の量が増え、心臓へ送るために血圧を上げる
体内の水分を一定にするために腎臓がフル稼働する

脂肪細胞（内臓脂肪）から出る生理活性物質により血管壁が傷つき、
繰り返すと動脈硬化の原因になります。

他に糖質・脂質を摂り過ぎる 血液の流れが悪くなる

あなたにできること… 野菜をたくさん摂る！「うす味」に慣れる！

あなたにできること… よく噛んでゆっくり食べることで、食べ過ぎを防ぐ

体には塩分が必要ですが…には塩分が必要ですが…には塩分が必要ですが…

血 管を守る！！管を守る！！管を守る！！

住 民（結核）検診会場で味覚チェックを実施民（結核）検診会場で味覚チェックを実施民（結核）検診会場で味覚チェックを実施

生きるために必要な塩分生きるために必要な塩分生きるために必要な塩分

今回は、『かぼちゃ』料理のレシピを作りしました。保健セン
ターにおいてありますので、ぜひチャレンジしてみてください。

濃い 37濃い 37濃い 37人

塩味 213塩味 213塩味 213人

塩味と他にも 10塩味と他にも 10塩味と他にも 10人

甘味 17甘味 17甘味 17人

酸味など13酸味など 13酸味など13人結果

ふつう86人ふつう 86人ふつう86人

うすい 87人うすい 87人うすい 87人

苦味 10苦味 10苦味 10人苦味 10人苦味 10苦味 10苦味 10人

味がない 66人味がない 66人味がない 66人

平成20年9月号 12
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問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域振興課
蘂94―0530

大
口
町
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
が
町
の
活
動
団
体
か
ら
「
わ
た
し
た
ち
の
今
＆
こ

れ
か
ら
」
に
つ
い
て
、
自
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

太
助
で
は
、
活
動
団
体
の
情
報
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
団
体
登
録
を
進
め
ま
し
ょ
う
！

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
今今

早
い
も
の
で
サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Co.
が
で

き
て
３
年
半
。
当
初
は
２
０
０
５
年

愛
・
地
球
博
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
手
伝
い

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
は
、
在
住
外
国
人
と
共
に
交
流

行
事
や
日
常
範
囲
内
で
の
支
援
、
国
際

理
解
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、
ど
ん
な

国
の
人
で
も
お
互
い
に
理
解
し
共
に
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
〝
多
文
化
共

生
社
会
〞
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
に
入
り
「
丹
羽
郡
医
療
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
」
の
翻
訳
版
（
中
国
語
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
）
を
在
住
外

国
人
の
皆
さ
ん
と
共
に
作
成
し
、
必
要

に
応
じ
て
配
布
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
ここ
れれ
かか
らら

あ
な
た
の
お
隣
さ
ん
に
は
、
ひ
ょ
っ

と
し
た
ら
外
国
の
人
が
住
ん
で
い
る
か

も
…
。

あ
な
た
の
学
校
の
ク
ラ
ス
に
も
、
外

国
か
ら
来
た
お
友
達
が
一
緒
に
勉
強
し

て
い
る
か
も
…
。

お
友
達
に
な
り
た
く
て
も
ち
ょ
っ
と

恥
ず
か
し
か
っ
た
り
、
本
当
は
よ
く
知

ら
な
か
っ
た
り
…
。

そ
ん
な
時
少
し
で
も
知
り
合
い
、
分

か
り
合
え
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
い
い

よ
ね
。

ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
だ
け
、
自
分
の
周

り
の
人
の
こ
と
や
世
界
の
誰
か
の
こ
と

を
考
え
る
、
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
活
動

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
今今

２
０
０
２
年
６
月
に
発
足
し
て
早
く

も
７
年
目
に
な
り
ま
す
。
最
初
は
、「
地

域
の
子
ど
も
た
ち
や
若
者
と
の
交
流
の

場
を
持
ち
し
た
い
、
子
供
や
若
者
が
ア

ピ
ー
ル
す
る
場
所
を
提
供
し
て
や
り
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
、
小
坂
井

町
お
や
じ
の
会
の
中
西
会
長
（
現
愛
知

お
や
じ
の
会
会
長
）
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
１０
人
程
度
で
「
お
お
ぐ

ち
お
や
じ
の
会
」
を
旗
揚
げ
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
仲
間
の
輪
を
広
げ
な
が
ら

少
し
ず
つ
活
動
の
場
を
広
げ
、
現
在
約

３０
名
の
会
員
で
、
子
ど
も
や
若
者
の
ア

ピ
ー
ル
の
場
と
な
る
「
ダ
ン
ス
＆
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、〝
食
〞

を
通
じ
て
父
親
と
子
ど
も
の
ふ
れ
合
い

を
深
め
る
「
父
子
料
理
教
室
」
の
主
催

イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、
小
口
城
址
公
園
・

写
生
大
会
、
大
口
っ
子
ま
つ
り
、
五
条

川
自
然
塾
、
や
ろ
舞
い
大
祭
、
町
民
体

育
祭
、
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
in
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
、
な
ど
子
ど
も

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
イ
ベ
ン
ト
を
支

援
し
て
い
ま
す
。http://w

w
w
.tcp-

ip.or.jp/̃syaraku/oyaji.htm

の
サ
イ

ト
で
、
子
ど
も
た
ち
や
若
者
の
生
き
生

き
し
た
姿
が
ご
覧
頂
け
ま
す
。

わわ
たた
しし
たた
ちち
のの
ここ
れれ
かか
らら

こ
れ
ま
で
お
お
ぐ
ち
お
や
じ
の
会
は
、

「
知
っ
て
る
ヒ
ト
は
知
っ
て
い
る
」、「
知

ら
な
い
ヒ
ト
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
」

と
い
う
存
在
で
し
た
。
特
に
お
父
さ
ん

た
ち
に
対
す
る
知
名
度
は
高
い
と
は
言

え
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
紹
介
コ
ー
ナ

ー
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
多
く
の
お

父
さ
ん
た
ち
と
交
流
が
で
き
、
仲
間
の

輪
が
も
っ
と
大
き
く
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
以
外
の
ふ
れ
あ
い
を
求

め
て
い
る
お
父
さ
ん
、
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
お
父
さ
ん
、

「syaraku@
tcp-ip.or.jp

」
に
、
メ
ー
ル

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
Co.

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

お
お
ぐ
ち
お
や
じ
の
会
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活
動
発
表
や
バ
ザ
ー
等
で
参
加
希
望

の
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
日
頃
の
活
動

や
団
体
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
地
域
の
人
た
ち

と
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
費
用

無
料

参
加
条
件

①
地
域
に
向
け
て
の
啓
発
活
動
・
Ｐ
Ｒ

活
動
を
お
こ
な
う
団
体
で
あ
る
こ
と

②
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
２
０
０
８
」
を

一
緒
に
創
る
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
認
識

を
持
ち
運
営
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と

③
町
内
で
活
動
し
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体
で
あ
る
こ
と

④
指
定
ス
ペ
ー
ス
で
の
展
示
・
活
動
と

す
る
こ
と

⑤
バ
ザ
ー
等
の
販
売
物
品
は
、
家
庭
で

の
不
用
品
ま
た
は
手
作
り
品
で
あ
る

こ
と

⑥
バ
ザ
ー
等
で
の
売
上
げ
は
団
体
の
運

営
資
金
や
活
動
費
と
し
、
個
人
で
配

分
し
な
い
こ
と

申
込
み

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
地

域
振
興
課
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
地
域
振
興
課
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限

９
月
１２
日
貊

午
後
５
時

※
参
加
希
望
団
体
多
数
の
場
合
、
Ｐ
Ｒ

内
容
に
よ
る
選
考
を
お
こ
な
い
ま
す
。

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
振
興
課

蘂
９４
―

０
５
３
０

大口発 高校球児 甲子園出場
和
田
翔
吾
君
（
中
小
口
在
住
・
東
邦
高
校
３
年
生
）

大
口
町
か
ら
甲
子
園
球
児
誕
生

―
。

中
小
口
地
区
在
住
の
和
田
翔
吾
君
の
所
属
す
る
東
邦
高
校
硬
式
野
球
部
が
、

高
校
野
球
西
愛
知
大
会
で
優
勝
し
、
西
愛
知
代
表
と
し
て
、
見
事
甲
子
園
へ

の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

和
田
君
は
、
小
学
校
３
年
生
の
頃
か
ら
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
『
大
口

タ
イ
ガ
ー
ス
』
に
所
属
。
当
初
か
ら
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
和

田
君
は
、
大
口
北
部
中
学
校
か
ら
東
邦
高
校
へ
進
み
、
持
ち
前
の
野
球
セ
ン

ス
と
努
力
で
、
メ
キ
メ
キ
頭
角
を
現

し
て
い
き
ま
し
た
。

７
月
２９
日
貂
、
大
口
町
役
場
に
表

敬
訪
問
に
訪
れ
た
和
田
君
は
、
甲
子

園
へ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
後
、
酒

井
町
長
と
ガ
ッ
チ
リ
握
手
を
交
わ
し

て
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

全
国
高
校
野
球
大
会
、
東
邦
高
校

は
惜
し
く
も
３
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
町
民
会
館
に
特
設
さ

れ
た
応
援
会
場
で
は
、
和
田
君
へ
熱

い
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「夏の安全なまちづくり運動」
と「夏の交通安全運動」の啓
発のため、町内保育園の園児
たちが、アピタ大口店で啓発
活動をおこないました。
かわいらしい「ちびっこ警

察官」たちに、通りがかった
人たちも笑顔で応えていまし
た。

ちびっこ警察官

ただいま出動！



『
君
の
名
は
？
』

大
口
町
に
は
、
福
祉
に
た
ず
さ
わ
る

色
々
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。
名
前
は
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
る
ん
だ
ろ
？

今
回
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
相
談

員
さ
ん
で
す
。

ＱＱＱＱ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
相
談
員
さ

ん
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
る

の
？ＡＡＡＡ

一
口
で
言
う
の
は
、
難
し
い
で
す

ね
（
笑
）。
お
年
寄
り
の
相
談
に
の

っ
た
り
、
手
助
け
し
た
り
、
ご
家
族
と

の
連
絡
調
整
。
さ
ら
に
、
事
務
の
仕
事

も
あ
れ
ば
、
送
り
迎
え
の
車
の
運
転
も

し
ま
す
よ
！

ＱＱＱＱ
う
は
っ
！

何
で
も
屋
さ
ん
だ
ぁ

〜
。
そ
れ
で
も
、
こ
の
大
変
な
お

仕
事
を
選
ん
だ
の
は
な
ぜ
？

ＡＡＡＡ
自
分
の
祖
父
母
が
早
く
に
亡
く
な

っ
て
何
も
で
き
な
か
っ
た
か
ら
、

自
分
の
力
を
生
か
し
て
お
年
寄
り
の
役

に
立
て
た
ら
な
ぁ
っ
て
思
い
ま
し
て

…
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
い
る
時
間
は
、

お
年
寄
り
の
み
な
さ
ん
の
「
家
族
」
の

一
員
に
な
れ
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
っ
て

い
ま
す
よ
。
あ
る
お
年
寄
り
か
ら
「
あ

ん
た
が
い
っ
ぱ
い
や
さ
し
さ
を
く
れ
る

か
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
来
る
の
が
楽

し
み
だ
よ
。
あ
り
が
と
う
！
」
っ
て
言

っ
て
も
ら
え
た
と
き
は
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
ね
。

ＱＱＱＱ
そ
れ
っ
て
、「
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

だ
ね
。
そ
ん
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な

ら
ご
家
族
も
安
心
で
き
る
な
ぁ
！

ＡＡＡＡ
利
用
者
の
家
族
か
ら
「
私
も
歳
を

と
っ
た
ら
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
っ
て
言

わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

ＱＱＱＱ
家
族
と
の
信
頼
関
係
か
ら
出
た
お

話
で
す
ね
ぇ
〜
。
で
は
、
今
後
の

目
標
や
抱
負
は
？

ＡＡＡＡ
今
の
自
分
、
今
の
サ
ー
ビ
ス
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
毎
日
反
省
し

つ
つ
、
新
人
の
と
き
の
緊
張
感
を
い
い

意
味
で
持
ち
続
け
て
い
た
い
で
す
。

ＱＱＱＱ
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ

い
。
最
後
に
君
の
名
は
？

ＡＡＡＡ
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
相
談
員
」

で
す
。
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問合せ先
ほほえみプラザ2階
地域包括支援センター
蘂94-2227
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「腰や膝が痛くて歩くのも大変だ」「医者に骨粗鬆症（こつ
そしょうしょう）と言われた」という方のお話をよくお聞
きします。
骨のことをもっと知り、年をとってもいつまでも元気で楽
しく過ごしていただくため、
藤田保健衛生大学医学部内科
内分泌代謝科　准教授　鈴
木敦詞先生をお招きし、骨
粗鬆症などの骨に関する病
気についてのお話をしてい
ただきます。

講師　藤田保健衛生大学医学部内科
内分泌代謝科　鈴木敦詞　准教授

講師の紹介

平成8年名古屋大学
大学院卒業後、ジ
ュネーブ州立大学
に3年間講師とし
て勤務後、平成13
年に藤田保健衛生
大学医学部内分泌代
謝内科の講師として勤
務。その後、平成17年よ
り准教授に。日本骨粗鬆症学界の評議員、骨粗鬆
症財団の評議員などでご活躍されています。

骨の折れない話 ～骨
こつ

・骨
こつ

がんばろう！～

平成20年度　第1回　大口町福祉講演会

日時　9月6日（土）午後1時30分から3時30分　
場所　ほほえみプラザ4階　ほほえみホール
入場料　無料

問合せ先 地域包括支援センター　蘂94―2227



★川柳を詠もう
9月9日（火） 午後4時から5時
★敬老の日プレゼント作り「小物入れ」
9月10日（水）、11日（木） 午後4時から5時
★わくわく工作
9月13日（土） 午前10時から午後4時
★運動あそび「綱引き」
9月16日（火） 午後4時から5時
★アンサンブル撫子コンサート（元気クラブ主催）
9月20日（土） 午後1時30分から2時30分
★よみきかせ
9月25日（木） 午後3時30分から
★パソコンの日
9月27日（土） 午前10時から午後4時
★今月のぬいとり
『リラックマ』『リオル』『たぬき』『コスモス』
★子育て支援
○ちびっこ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（西）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

★やってみよう「ハンカチおとし」
9月8日（月）午後4時から、9月29日（月）午後2時から
★ドッジボールの日
9月9日（火） 午後4時から
★川柳の日
9月10日（水）
★敬老の日プレゼント作り「フォトスタンド」
9月13日（土） 午前10時から
申込み 9月2日（火）から9日（火）
★体育あそび「二人三脚」
9月16日（火） 午後4時から
★おやつ作り「かんたんピザ」（元気クラブ協賛）
9月20日（土） 午前10時から
定員20名 費用 100円 申込み 9月9日（火）から
★ドッチビーの日
9月30日（火） 午後4時から
★子育て支援
○コアラ広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（北）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

★今月のあそび
『大なわとび』『ドミノ』

★今月のぬいとり
『トトロ』『まる子』『はた』『玉入れ』
★敬老の日プレゼント作り「小物入れ」
9月6日（土） 午前10時から正午
定員 30名 申込み 9月1日（月）から
★チャレンジ「玉入れ」
9月8日（月）、22日（月） 午後4時から5時
★けん玉検定日
9月16日（火）、18日（木） 午後4時から5時
★川柳の日
毎週火曜日 午後3時30分から
★子育て支援
○めだか広場
毎週月・金曜日 午前10時30分から11時30分
対象 3歳までの親子ならどなたでも参加できます

○なかよし（南）
第1・3火曜日 午前10時30分から11時30分
対象 平成20年度満3歳になるお子さんとその親

9
の行事

南児童センター 蘂95-3528
北児童センター 蘂95-7141
西児童センター 蘂96-0481

サッカーで カーブできるよ かっこよく（西小1年）
みんなでね せかいにやさしく エコしよう（西小2年）
たつまきは いろんなものを ふきとばす（西小2年）

平成20年9月号 16

月
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ＱＱＱＱ あいさつができません。どうしたらでき
るようになりますか？

ＡＡＡＡ あいさつができないことは、自己につい
ての意識の高まりとともに表れる「はにか

み」や「羞恥心」と言われる感情からくるもので
す。つまり、発達過程に見られる一つの特徴であ
り、一時的なものがほとんどでしょう。
子どもに無理にあいさつをさせないことが大切

です。大人がお手本を見せているうちに、子ども
は真似をしてあいさつをするようになりますよ。
子どもを長い目で見てあげましょう。

「幼児食の調理のポイント」
みなさんは同じ食材、同じ調理法を続けて食事

を出していませんか。
もともと食物アレルギーのない子でも、同じ食

材を一時期に続けて摂り過ぎると、アレルギーに
なる可能性があると言われています。「好きなも
のは、よく食べるから…」と、つい同じ食材や料
理が続いてしまうことがありますが、いろいろな
食材をバランスよく使い、同じ料理が続かないよ
うに気をつけましょう。

「きゅうりはエラい！」

野菜の絵本を見ていたときのこと…
先生「きゅうりさんは、棒につかまって大きくな
っていくんだよ。」

Kくん「転ばないようにちゃんとつかまるんだ
ね！えらいね！」

「飛行機に乗って…」

先生「飛行機に乗ってどこまで行こうか？」
Kちゃん「バロー！！」
先生「歩いて行こうね…（笑）」

※写真と本文は関係ありません。

9月の園庭開放日

入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

南
保
育
園

１８
日
貅

中
保
育
園

４
日
貅

西
保
育
園

３
日
貉

北
保
育
園

１７
日
貉

※
時
間
は
午
前
９
時
３０
分
か
ら
１１
時



敬
老
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
社

会
に
貢
献
さ
れ
た
高
齢
者
の
方
に
感
謝

と
敬
意
を
表
し
、
ご
長
寿
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
る
た
め
、
敬
老
事
業
を
お
こ

な
い
ま
す
。

今
年
も
８０
歳
以
上
の
節
目
の
年
齢

（
８０
歳
、
８５
歳
、
９０
歳
、
９５
歳
、
１
０
０

歳
）
を
迎
え
る
方
に
敬
老
の
祝
い
金
を

お
渡
し
し
ま
す
。

◎
町
祝
い
金
支
給
事
業

▽
満
８０
歳
（
昭
和
３
年
１
月
１
日
〜
１２

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝

い
金
５
千
円

▽
満
８５
歳
（
大
正
１２
年
１
月
１
日
〜
１２

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝

い
金
１
万
円

▽
満
９０
歳
（
大
正
７
年
１
月
１
日
〜
１２

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝

い
金
１
万
円

▽
満
９５
歳
（
大
正
２
年
１
月
１
日
〜
１２

月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方祝

い
金
１
万
円

▽
満
１
０
０
歳
（
明
治
４１
年
１
月
１
日

〜
１２
月
３１
日
生
ま
れ
）
の
方

祝
い
金
２
万
円

町
議
会
議
員
・
区
長
・
民
生
委
員
・

役
場
職
員
が
９
月
１２
日
貊
午
前
中
に
ご

自
宅
を
訪
問
し
て
、
祝
い
金
を
お
渡
し

し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
印
か
ん
を

ご
用
意
の
上
、
ご
自
宅
で
お
待
ち
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
県
敬
老
事
業

愛
知
県
か
ら
数
え
１
０
０
歳
（
明
治

４２
年
１
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
生
ま
れ
）

の
方
に
敬
老
祝
い
金
３
万
円
が
贈
ら
れ

ま
す
。

◎
国
敬
老
事
業

国
か
ら
今
年
度
中
に
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
る
方
（
明
治
４１
年
４
月
１
日
〜

明
治
４２
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
）
に
、
祝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

福
祉
課

蘂
９４
―

１
２
２
２

平成20年9月号 18

●
大
口
幼
稚
園

教
育
方
針

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
健
康
で
・

明
る
く
・
よ
く
考
え
・
た
く
ま
し
く
・

感
謝
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
。

特
色全

員
に
対
し
て
保
育
時
間
内
に
、
音

楽
・
絵
画
・
習
字
・
英
語
・
体
育
を
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
講
師
に
よ
っ
て
指
導
し

ま
す
。
そ
し
て
、
最
も
良
い
環
境
の
中

で
、
園
児
の
持
つ
才
能
の
発
見
・
引
き

出
し
に
努
め
、
心
身
の
発
達
を
助
長
し
、

豊
か
な
感
性
と
意
欲
を
育
て
ま
す
。

な
お
、
家
庭
等
の
都
合
で
、
長
時
間

や
夏
休
み
期
間
中
の
お
預
か
り
を
ご
希

望
の
方
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
所
得
に
応
じ
て
就
園
奨
励
費
（
保
育
料

の
補
助
）
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
通
園
バ
ス
で
自
宅
付
近
ま
で
送
迎
し

ま
す
。

入
園
願
書
配
布

９
月
１
日
豺
か
ら

入
園
願
書
受
付

１０
月
１
日
貉
か
ら

問
合
せ
先

大
口
幼
稚
園

蘂
９５
―
５
５
０
５

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

oguchi-kind@
cup.ocn.ne.jp

●
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園

教
育
方
針

学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
健
康
で
・

明
る
く
・
よ
く
考
え
・
た
く
ま
し
く
・

感
謝
の
で
き
る
子
ど
も
に
育
て
る
。

特
色国

際
化
、
情
報
化
、
環
境
を
重
要
な

柱
と
し
て
、
未
来
に
向
か
っ
て
素
晴
ら

し
い
可
能
性
を
秘
め
た
幼
児
に
必
要
な

環
境
を
用
意
し
て
、
子
ど
も
の
視
点
に

立
ち
、
親
・
子
・
教
師
が
三
位
一
体
と

な
っ
て
保
育
に
あ
た
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
▽
毎
日
の
生
活
の
中

で
外
国
人
教
師
と
と
も
に
、
英
語
で
楽

し
く
遊
ぶ
▽
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
学

ぶ
▽
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
お
も
い

き
っ
て
遊
ぶ
環
境
を
用
意
し
ま
す
。

入
園
願
書
配
布

９
月
１
日
豺
か
ら

入
園
願
書
受
付

１０
月
１
日
貉
か
ら

入
園
説
明
会

９
月
１７
日
貉

問
合
せ
先

ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園

蘂
９５
―
２
０
２
５

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

lam
ona@

herb.ocn.ne.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
15.ocn.ne.jp/̃lam

ona/

大
口
幼
稚
園
＆
ラ
・
モ
ー
ナ
幼
稚
園
園
児
募
集

平
成
21
年
４
月
か
ら
入
園
予
定
の
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度

敬
老
事
業
に
つ
い
て
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結婚日 昭和 年 月 日

住 所 大口町

電話番号 （0587） ―

氏 名 年 齢

夫 歳

妻 歳

（以下他薦の場合のみお書きください）

推
薦
者

住 所

電話番号 （ ） ―

氏 名 本人との関係

き り と り

１１
月
２２
日
貍
、
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
で

「
第
２０
回
大
口
町
福
祉
の
つ
ど
い
」
を
大
口

町
、
大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で

開
催
し
ま
す
。

長
年
連
れ
添
わ
れ
た
お
二
人
を
お
祝
い

す
る
と
と
も
に
、
記
念
品
を
贈
り
表
彰
し

ま
す
の
で
結
婚
５０
年
（
金
婚
）
以
上
の
ご

夫
婦
の
方
は
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象
者

町
内
に
お
住
ま
い
で
昭
和
３４
年

３
月
３１
日
以
前
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
た
だ
し
、
す
で
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

ご
夫
婦
は
除
き
ま
す
。

申
込
み

下
の
申
込
用
紙
に
楷
書
で
ご
記

入
の
上
、
政
策
調
整
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
他
薦

の
場
合
に
は
、
必
ず
本
人
夫
婦
の
了
解

を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。

申
込
期
限

１０
月
３
日
貊

申
込
お
よ
び
問
合
せ
先

役
場
２
階

政
策
調
整
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
２
１
３

※ご記入いただいた個人情報は、「大口町福祉のつどい」に関する事務以外には使用しません。

金婚



平成20年9月号 20

年 度
右 岸 左 岸 合 計

整備面積 整備人口 概算事業費 整備面積 整備人口 概算事業費 整備面積 整備人口 概算事業費

～19 152.20 8,896 2,246,262 262.02 5,534 7,199,041 414.22 14,430 9,445,303

20 20.00 904 270,000 11.30 60 150,000 31.30 964 420,000

21 19.00 360 250,000 13.69 241 120,000 32.69 601 370,000

22 16.50 300 250,000 3.58 63 100,000 20.08 363 350,000

23 11.00 200 250,000 3.11 55 50,000 14.11 255 300,000

24 11.10 100 200,000 0.00 0 50,000 11.10 100 250,000

合 計 229.80 10,760 3,466,262 293.70 5,953 7,669,041 523.50 16,713 11,135,303

全体計画 362.00 12,200 6,986,828 433.00 6,800 8,357,172 795.00 19,000 15,344,000

（単位：ha、人、千円）

※概算事業費とは、平成19年度現在の積算根拠による管渠整備費および、測量設計費をもとに算出しています。

公共下水道工事計画

●３年以内に接続を●３年以内に接続を！！
下水道を利用できる区域（左図中 色）で、まだ下水道へ接続されていない

方は、１日も早い接続をお願いします。
●工事にご協力を●工事にご協力を――
下水道を利用できる区域を広げるために毎年工事を進めています。今後の工事予

定区域は、多少変更が生じることもあると思いますが、一つの目安としてご覧くだ
さい。
工事中は、道路の通行にご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
●計画は●計画は「「分流式分流式」」でで！！
今後、下水道工事の予定区域に住まれる方で、新築、増改築をされる場合は、排

水を雨水と生活雑排水に分けた分流式で施工すると、将来、下水道への接続が経済
的でスムーズにおこなうことができます。
●大切な財産です●大切な財産です！！
『下水道』は、皆さんの財産です。これからも大切に正しく使用し、下水道事業

へのご理解とご協力をお願いします。
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右 岸

左 岸

※全体計画とは、将来的に下水道が使える区域を表
しています。
※工事予定区域については、工事が終わった翌年度
以降に下水道を使用することができます。

は全体計画区域
は平成 20年度工事予定区域
は平成 21年度工事予定区域
は平成 22年度工事予定区域
は平成 23年度工事予定区域
は平成 24年度工事予定区域
は下水道を使用できる区域
は平成 21年 4月から使用できる区域

公共下水道計画



平
日
、
仕
事
の
都
合
等
で
税
金
を
納
め

ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
収
納
窓
口
の
延

長
お
よ
び
開
設
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

▽
９
月
２６
日
貊

午
後
７
時
ま
で
延
長

▽
９
月
７
日
豸
、
２８
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
開
設

場
所

役
場

税
務
課

※
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
１

建
替
え
・
老
朽
化
に
よ
り
家
屋
を
取
り

壊
し
た
と
き
は
、
登
記
の
し
て
あ
る
家
屋

は
法
務
局
で
滅
失
登
記
を
、
登
記
の
し
て

い
な
い
家
屋
は
役
場
税
務
課
へ
取
り
壊
し

届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
３

収収
納納
窓窓
口口
のの
延延
長長
・・
開開
設設

家家
屋屋
をを
取取
りり
壊壊
しし
たた
らら

平成20年9月号 22

◎
公
的
年
金
等
か
ら
の

特
別
徴
収
（
天
引
き
）
制
度

平
成
２１
年
１０
月
か
ら
、
前
年
に
公
的
年

金
等
を
受
給
し
た
６５
歳
以
上
の
方
は
、
公

的
年
金
等
か
ら
住
民
税
が
特
別
徴
収
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
は
特
別

徴
収
し
ま
せ
ん
。

①
町
内
に
住
所
を
有
し
な
く
な
っ
た
方

②
老
齢
等
年
金
が
年
額
１８
万
円
未
満
の
方
、

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
で
な
い
方

③
老
齢
等
年
金
給
付
を
受
け
な
い
こ
と
と

な
る
と
認
め
ら
れ
る
方

特
別
徴
収
を
開
始
す
る
年
度
（
２１
年
度
）

▽
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
納
期
６
月
、

８
月
に
そ
れ
ぞ
れ
住
民
税
額
（
年
額
）

の
４
分
の
１
相
当
を
普
通
徴
収

▽
１０
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
は
、
年
金
支

給
の
１０
月
、
１２
月
、
２
月
に
そ
れ
ぞ
れ

住
民
税
額
（
年
額
）
の
６
分
の
１
相
当

を
特
別
徴
収

特
別
徴
収
を
開
始
し
た
翌
年
度
以
降

（
２２
年
度
以
降
）

▽
４
月
か
ら
９
月
ま
で
は
、
年
金
受
給
の

４
月
、
６
月
、
８
月
に
そ
れ
ぞ
れ
前
年

度
の
住
民
税
額
（
年
額
）
の
６
分
の
１

相
当
を
仮
特
別
徴
収

▽
１０
月
か
ら
３
月
ま
で
は
、
年
金
受
給
の

１０
月
、
１２
月
、
２
月
に
当
該
年
度
の
住

民
税
額
（
年
額
）
か
ら
前
記
の
仮
特
別

徴
収
の
額
を
引
い
た
額
の
３
分
の
１
相

当
を
そ
れ
ぞ
れ
特
別
徴
収

◎
寄
附
金
税
制
（
税
額
控
除
）
の
拡
充

平
成
２０
年
１
月
か
ら
、
地
方
公
共
団
体

等
に
対
す
る
寄
附
金
税
制
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
所
得
控
除
か
ら
税
額
控
除
方
式
に

変
わ
り
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附

金
の
う
ち
、
適
用
下
限
額
５
千
円
（
現
行

１０
万
円
）
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
、
一
定

の
限
度
ま
で
所
得
税
と
合
わ
せ
て
全
額
控

除
さ
れ
ま
す
。
町
民
税
と
県
民
税
を
合
わ

せ
た
税
額
控
除
額
は
、
次
の
①
と
②
の
合

計
と
な
り
ま
す
。

①
（
控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
ー
５
千

円
）
×
１０
％

②
（
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附
金
ー

５
千
円
）
×
（
９０
％
ー
所
得
税
の
適
用

税
率
）

※
②
の
限
度
額
は
、
住
民
税
所
得
割
額
の

１０
％
で
す
。
地
方
公
共
団
体
以
外
へ
の

寄
附
金
は
②
の
加
算
が
あ
り
ま
せ
ん
。

控
除
対
象
と
な
る
寄
附
金
は
、
地
方
公

共
団
体
以
外
へ
の
寄
附
金
と
合
わ
せ
て
総

所
得
金
額
等
の
３０
％
（
現
行
２５
％
）
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
の
熱
損
失
防
止
（
省
エ
ネ
）

改
修
工
事
に
伴
う
減
額
措
置
の
創
設

住
宅
の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、

既
存
住
宅
に
一
定
の
熱
損
失
防
止
（
省
エ

ネ
）
改
修
工
事
を
お
こ
な
っ
た
場
合
、
翌

年
度
分
の
当
該
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税

の
３
分
の
１
を
減
額
し
ま
す
。
な
お
、
減

額
限
度
床
面
積
は
１
２
０
裃
で
す
。

要
件

▽
改
修
工
事
が
平
成
２０
年
１
月
１
日
に
存

在
す
る
住
宅
（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）
に

お
い
て
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と

▽
改
修
工
事
が
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
２２
年
３
月
３１
日
ま
で
に
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と

▽
次
の
工
事
（
す
べ
て
外
気
等
と
接
す
る

も
の
の
工
事
に
限
る
）
の
う
ち
、
①
を

含
む
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と

①
窓
の
改
修
工
事

②
床
の
断
熱
改
修
工
事

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

④
壁
の
断
熱
改
修
工
事

▽
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
が
３０
万
円
以

上
で
あ
る
こ
と

▽
改
修
後
３
か
月
以
内
に
建
築
士
、
指
定

確
認
検
査
機
関
ま
た
は
登
録
住
宅
性
能

評
価
機
関
に
よ
る
証
明
書
を
添
付
し
て

申
告
す
る
こ
と

平
成
２０
年
度
分

町
民
税
の
主
な
改
正
ポ
イ
ン
ト
問
合
せ
先

役
場

税
務
課

蘂
９５
―

１
１
１
１

内
線
１
２
１



「
お
は
な
し
エ
プ
ロ
ン
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
躍
中
！

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に

よ
っ
て
児
童
へ
の
読
み
聞
か
せ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
開
催

案
内
は
館
内
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

「
敬
老
の
日
」
読
書
の
す
す
め

館
内
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
並
べ
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
別
館
内
整
理
期
間
の
お
知
ら
せ

所
蔵
点
検
お
よ
び
電
算
シ
ス
テ
ム
更

新
作
業
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
所
蔵
検
索
も
休
止
し

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

期
間

９
月
３
日
貉
か
ら
１１
日
貅

※
期
間
中
の
本
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス

ト
へ
お
願
い
し
ま
す
。

「
平
成
19
年
度
図
書
館
年
報
」
公
開

平
成
１９
年
度
の
利
用
実
績
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.lib.oguchi.aichi.jp/

［書 名］ ［著者名等］
戦争特派員 ゲルニカ爆撃を伝えた男 ニコラス・ランキン
ブッダの教え一日一話 今を生きる366の智慧 アルボムッレ・スマナサーラ
新ハワイ黄金生活 大塚真介
All you need is green
コザイ教授とツギハラ社長が考える「環境と貧困」 古在豊樹・次原悦子
記憶力をのばしたい！ キャスリン・ジェイコブソン・ラミン
世界遺産 ユネスコ事務局長は訴える 松浦晃一郎
キャンピングカーで悠々セカンドライフ 藤正 巖
今森光彦ネイチャーフォト・ギャラリー
不思議な生命に出会う旅・世界の昆虫 今森光彦
渡辺淳一の世界2
草すべり その他の短篇 南木佳士
【9月13日（土）に『あたらしい本』のコーナーに並びます。】

あ
た
ら
し
い
本
の
コ
ー
ナ
ー

図書館HP http://www.lib.oguchi.aichi.jp/
携帯電話からの資料検索 http://ilis.lib.oguchi.aichi.jp/mobile.html

『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』

反
目
し
合
う
名
家
に
生
ま
れ
な
が
ら
も

惹
か
れ
あ
う
２
人
の
悲
劇
を
描
い
た
、
シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
名
作
で
す
。

今
月
の
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

４
か
月
児
健
診
の
待
ち
時

間
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
に
す
す

め
る
絵
本
の
紹
介
を
お
こ
な

い
ま
す
。

日
時

２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

本
・
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

日
時

１３
日
貍

午
前
９
時
か
ら

場
所

図
書
館
の
階
段
入
り
口
付
近

今
月
の
休
館
日

１
日
豺

３
日
貉
か
ら
１１
日
貅

１６
日
貂

２２
日
豺

２９
日
豺

※
３
日
貉
か
ら
１１
日
貅
は
特
別
館
内

整
理
期
間
で
す
。

開
館
時
間

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

問
合
せ
先

蘂
９５
―

３
９
９
９
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［書 名］ ［著者名等］

ホームレス中学生 田村 裕

光とともに… 戸部けいこ

内藤忍の資産設計塾 実践編 内藤 忍

投資信託選びでいちばん知りたいこと 朝倉智也

うちの3姉妹 3 松本ぷりっつ

投資信託にだまされるな！ 竹川美奈子

夢をかなえるゾウ 水野敬也

B型自分の説明書 Jamais Jamais

剣客春秋 鳥羽 亮

【7月に利用が多かった一般図書です。】

月
間
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

『
う
た
っ
て
あ
ら
マ
！

ゆ
か
い
な
え
か
き
う
た
』

こ
ど
も
た
ち
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
ま
で
家

族
で
楽
し
め
る
絵
描
き
歌
の
特
集
で
す
。

●
新
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
＆
Ｃ
Ｄ
コ
ー
ナ
ー

▲▼ 読み聞かせの様子



日
時

月
・
火
・
木
曜
日

午
前
９
時
か
ら
正
午

午
後
１
時
か
ら
４
時

連
絡
先

蘂
９６
―

０
６
０
６
ま
た
は
、

薔
０
１
２
０
―

５１
―

０
６
０
６

日
時

９
月
１０
日
貉
、
２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
室

（
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

１
階
）

相
談
対
象

１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
方

※
事
前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１
日
豺
、
２２
日
豺

午
前
１０
時
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

ら
３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

日
時
お
よ
び
担
当
相
談
員

▽
９
月
３
日
貉
、
１７
日
貉

午
前
１０
時

か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
３０

分

母
子
自
立
支
援
員
、
母
子
就
業

相
談
員
、
女
性
相
談
員

▽
９
月
１０
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

民
生
児
童
委
員
、
身
体

障
害
者
相
談
員

▽
９
月
２４
日
貉

午
後
１
時
３０
分
か
ら

３
時
３０
分

母
子
会
代
表
、
知
的
障

害
者
相
談
員

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

社
会

福
祉
協
議
会

相
談
室

日
時

９
月
１７
日
貉

午
後
６
時
か
ら

９
時

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

相
談
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
』
の
司
法
書
士
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

主
な
相
談
内
容

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金
問
題

▼
借
入
に
頼
っ
た
生
活
の
見
直
し

▼
借
入
金
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建
支
援

▼
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、
悪
質
商
法

※
相
談
の
際
に
は
契
約
書
等
借
入
の
分

か
る
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
予
約
制
で
す
。
相
談
希
望
の
方
は
、

前
日
ま
で
に
環
境
経
済
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１０
日
貉

午
前
９
時
か
ら

正
午

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

山
田
喜
久
子
さ
ん

電
話
相
談

中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
２
―

９
６
２
―

０
９
９
９

尾
張
県
民
生
活
プ
ラ
ザ

蘂
０
５
８
６
―

７１
―

０
９
９
９

日
時

９
月
２４
日
貉

午
後
１
時
か
ら

３
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

相
談
員

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士

主
な
相
談
内
容

▼
売
買
、
相
続
、
贈
与
等
に
よ
る
権
利

の
移
転
登
記

▼
抵
当
権
等
担
保
に
関
す
る
登
記

▼
会
社
の
設
立
ま
た
は
変
更
の
登
記

▼
成
年
後
見
に
関
す
る
こ
と

▼
建
物
の
新
増
築
や
取
り
壊
し
、
土
地

の
地
目
変
更
・
分
筆
合
筆
お
よ
び
地

積
更
正
の
登
記

日
時

９
月
１７
日
貉

午
後
１
時
か
ら

４
時

場
所

役
場
１
階

相
談
室

※
前
日
ま
で
に
、
行
政
課
窓
口
ま
た
は
、

電
話
で
予
約
さ
れ
た
方
が
優
先
で
す
。

学
校
に
来
ら
れ
な
い
児
童
・
生
徒
の

心
の
居
場
所
と
し
て
自
立
を
支
援
す
る

た
め
、
相
談
・
指
導
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

月
・
火
・
木
曜
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
３
時
（
祝
祭
日
除
く
）

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
４
階

ふ
れ

あ
い
４

対
象

小
中
学
生
で
、
学
校
へ
行
き
た

く
て
も
登
校
で
き
な
い
児
童
・
生
徒

を
持
つ
方
等
と
児
童
・
生
徒
本
人

問
合
せ
先

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ

ち

蘂
９５
ー

７
７
７
３

※
入
室
の
希
望
に
つ
い
て
は
、
学
校
教

育
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

無
料
相
談

無
料
相
談

青
少
年
な
や
み
相
談
室

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂
家
庭
児
童
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

94
ー
０
２
５
２

蘂

心
配
ご
と
相
談

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
社
会
福
祉
協
議
会

94
―
０
０
６
０

蘂

消
費
生
活
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂
登
記
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

法
律
相
談

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

厚
生
年
金
相
談

役
場
／
保
険
年
金
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
５
１

蘂
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多
重
債
務
者
相
談

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
お
お
ぐ
ち

中
央
公
民
館
２
階
／
学
校
教
育
課

95
ー
４
４
４
６

蘂



い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人

権
に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

▽
９
月
８
日
豺
か
ら
１２
日
貊

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
７
時

▽
９
月
１３
日
貍
、
１４
日
豸

午
前
１０
時
か
ら
午
後
５
時

相
談
専
用
電
話
番
号

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

薔
０
１
２
０
―

０
０
７
―

１
１
０

問
合
せ
先

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

蘂
０
５
２
―

９
５
２
―

８
１
１
１

日
赤
大
口
町
分
区
で
は
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
２
５
０
万
５
６
５
０
円

の
社
資
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
善
意
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
、

血
液
事
業
、
社
会
福
祉
事
業
、
災
害
救

援
事
業
等
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
お
お
ぐ
ち
合

唱
祭
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
参
加
団
体
は
、
町
内
・
町
外
を

問
い
ま
せ
ん
。

開
催
予
定
日

平
成
２１
年
２
月
８
日
豸

場
所

大
口
町
民
会
館

申
込
期
間

９
月
３
日
貉
か
ら
２８
日
豸

申
込
み
先

温
水
プ
ー
ル
２
階

生
涯

学
習
課

蘂
９５
―

３
１
５
５

問
合
せ
先

事
務
局

蘂
９４
―

５
４
２
５

社
本

対
象

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、

１
日
勤
務
で
き
る
方

勤
務
時
間

基
本

午
前
８
時
３０
分
か

ら
午
後
５
時
３０
分
（
応
相
談
）

募
集
人
員

１
人

時
間
給

１
時
間

１
０
４
０
円

提
出
書
類

履
歴
書
（
一
般
様
式
可
）、

保
育
士
の
資
格
を
証
す
る
も
の
の
写

し
等

受
付
期
限

９
月
８
日
豺

※
募
集
定
員
に
達
し
た
場
合
は
締
切
り

ま
す
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階

こ
ど
も
課

蘂
９４
―

０
２
５
２

募
集
す
る
科

機
械
科
、
縫
製
科
、
木

工
科
、
陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科

定
員

１
０
０
名
（
各
科
２０
名
）

訓
練
期
間

１
年

応
募
資
格

知
的
障
が
い
を
有
す
る
方

で
、
義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は
平
成

２１
年
３
月
中
学
校
等
卒
業
見
込
み
で
、

職
業
的
自
立
が
見
込
ま
れ
る
方

応
募
方
法

入
校
願
書
、
療
育
手
帳
の

写
し
等
の
書
類
を
そ
え
て
、
最
寄
り

の
公
共
職
業
安
定
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安

定
所
に
あ
り
ま
す
）

受
付
期
間

９
月
１
日
豺
か
ら
平
成
２１

年
３
月
下
旬

試
験
日

１１
月
４
日
貂
以
降

適
性
試

験
・
面
接
試
験

試
験
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
県
心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ
ー
内

春
日
台
職
業
訓
練
校

蘂
０
５
６
８
―

８８
―

０
８
１
１

平
成
２１
年
４
月
開
校
（
全
日
制
３
年

課
程
）
の
学
生
（
第
１
回
生
）
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定
員

４０
名

▼
一
般
入
学
募
集

願
書
受
付
期
間

平
成
２１
年
１
月
６
日
貂
か
ら
１９
日
豺

試
験
日

平
成
２１
年
２
月
１
日
豸

▼
推
薦
・
社
会
人
入
学
募
集

願
書
受
付
期
間

９
月
２９
日
豺
か
ら
１０
月
１０
日
貊

試
験
日

１０
月
２６
日
豸

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bihokukango.ac.jp

問
合
せ
先

尾
北
看
護
専
門
学
校

蘂
９５
―

７
０
２
２
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善

意

善

意

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間

役
場
／
生
活
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
２
８

蘂

募

集

募

集

日
赤
社
資
あ
り
が
と
う

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

第
２
回
お
お
ぐ
ち
合
唱
祭
出
演
団
体
募
集

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
保
育
士
臨
時
職
員
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
こ
ど
も
課

94
ー
０
２
５
２

蘂

尾
北
看
護
専
門
学
校
学
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

平
成
21
年
度
訓
練
生
募
集

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N



採
用
種
目

①
防
衛
大
学
校
学
生

②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

③
陸
上
自
衛
隊
看
護
学
生

採
用
期
日

①
②
平
成
２１
年
４
月
上
旬

③
平
成
２１
年
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

応
募
資
格

①
②
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
１８
歳
以
上

２１
歳
未
満
の
者

③
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
１８
歳
以
上
２４

歳
未
満
の
者

※
い
ず
れ
も
平
成
２１
年
４
月
１
日
現
在

試
験
期
日

①
１１
月
１５
日
貍
お
よ
び
１６
日
豸

②
１１
月
１
日
貍
お
よ
び
２
日
豸

③
１０
月
２５
日
貍

受
付
期
間

９
月
８
日
豺
か
ら
３０
日
貂

※
締
切
日
必
着

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

小
牧

地
域
事
務
所

蘂
０
５
６
８
―

７３
―

２
１
９
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/aichi/

日
時

９
月
１２
日
貊

午
前
１０
時
３０
分

か
ら
１１
時
３０
分

※
今
月
は
第
１
金
曜
日
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

※
福
祉
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象

お
お
む
ね
６０
歳
以
上
の
方

内
容
お
よ
び
講
師

「
仏
の
心
に
ふ
れ
る
講
話
」

講
師

寂
光
院

松
平
實
胤
さ
ん

「
ひ
き
こ
も
り
」
と
は
長
期
に
わ
た

っ
て
社
会
参
加
を
し
て
お
ら
ず
、
自
宅

に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
状
態
を
表
す
言

葉
で
す
。
家
族
教
室
で
は
、
ひ
き
こ
も

り
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
や

不
安
を
一
緒
に
話
し
合
う
場
所
で
す
。

日
時
お
よ
び
内
容

①
１０
月
１５
日
貉

「
ひ
き
こ
も
り
の
理

解
と
対
応
」、
交
流
会

講
師

愛
知
教
育
大
学
教
育
実
践
総

合
セ
ン
タ
ー

北
川

稔

②
１０
月
２９
日
貉

「
親
や
家
族
が
取
り

組
む
キ
ー
ワ
ー
ド
」、
交
流
会

講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
で
し
こ
の

会
」
理
事
長

伊
藤

進

※
い
ず
れ
も
午
後
１
時
３０
分
か
ら
３
時

３０
分

場
所

江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室

対
象

ひ
き
こ
も
り
に
悩
ん
で
い
る
家

族
２０
名

参
加
費

無
料

申
込
み
締
切
り

１０
月
１０
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所
健
康
支
援
課

こ
こ
ろ

の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７

江
南
保
健
所
で
は
、
消
化
器
系
難
病

（
潰
瘍
性
大
腸
炎
お
よ
び
ク
ロ
ー
ン
病
）

の
患
者
さ
ん
と
家
族
の
方
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
く
会
『
や
す
ら
ぎ
』
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

９
月
２０
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時

内
容

「
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン

病
と
上
手
く
付
き
合
う
た
め
に
」「
お

さ
え
て
お
き
た
い
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」

交
流
会

講
師

尾
北
医
師
会

堤

靖
彦
先
生
、

保
健
所
栄
養
士

場
所

江
南
保
健
所
３
階

大
会
議
室

参
加
費

無
料

申
込
締
切
り

９
月
１２
日
貊

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

江
南
保
健
所
健
康
支
援
課

地
域
保

健
グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７

オ
ー
タ
ム
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

９
月
１３
日
貍

午
後
１
時
３０
分

か
ら
３
時

場
所

中
央
公
民
館
２
階

Ｃ
教
室

対
象

小
学
校
５
年
生
以
上

講
師

大
口
町
文
化
協
会

さ
く
ら
キ

ル
ト
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん

持
ち
物

裁
縫
用
具
を
用
意
で
き
る
方

は
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

費
用

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時
参

加
で
き
ま
す
。
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講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

消
化
器
系
難
病
患
者
家
族
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
健
康
課

94
ー
０
０
５
１

蘂

秋
色
キ
ル
ト
教
室

温
水
プ
ー
ル
２
階
／
生
涯
学
習
課

95
ー
３
１
５
５

蘂



身
体
の
痛
み
や
不
調
を

自
力
で
治
そ
う
!!

ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の
会
主
催
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
第
１
回
目

は
、「
自
力
整
体
」
を
学
び
ま
す
。

日
時

９
月
２０
日
貍

午
後
１
時
４５
分

か
ら
３
時
３０
分

場
所

憩
い
の
四
季

娯
楽
室

講
師

自
力
整
体
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

渡

辺
百
合
子
さ
ん

定
員

２５
名
（
先
着
順
）

参
加
費

５
０
０
円

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

そ
の
他

食
事
は
２
時
間
前
ま
で
に
済

ま
せ
、
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

主
催

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

ヘ

ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の
会

申
込
み

９
月
１
日
豺

午
前
９
時
か

ら
地
域
振
興
課
で
受
付
け
ま
す
。

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

日
時

９
月
２５
日
貅

午
後
１
時
３０
分

か
ら
４
時
３０
分

場
所

稲
沢
市
勤
労
福
祉
会
館

第

２
・
３
研
修
室

内
容
お
よ
び
講
師

▼
「
わ
か
り
や
す
い
労
務
管
理
と
最
新

の
社
会
保
険
」

講
師

社
会
保
険

労
務
士

宮
田
雅
史
さ
ん

▼
「
労
務
契
約
法
の
ポ
イ
ン
ト
」

講
師

一
宮
労
働
基
準
監
督
署
職
員

対
象

事
業
主
、
人
事
労
務
担
当
者
、

労
働
組
合
関
係
者
、
一
般
勤
労
者

定
員

６０
名
（
先
着
順
）

受
講
料

無
料

申
込
期
間

９
月
１
日
豺
か
ら
２２
日
豺

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

電
話
ま
た
は
申
込
書
で
左
記
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

〒
４
９
１
―

０
８
３
２

一
宮
市
若
竹
３
―

１
―

１２

愛
知
県
尾
張
県
民
事
務
所
産
業
労
働

課

労
働
分
室

蘂
０
５
８
６
―

７７
―

４
１
８
１

蕭
０
５
８
６
―

７６
―

９
４
２
６

求
職
活
動
中
の
若
者
と
そ
の
家
族
の

方
を
対
象
に
、
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、

尾
張
北
地
区
（
犬
山
・
江
南
・
岩
倉
・

大
口
・
扶
桑
）
の
企
業
に
よ
る
合
同
企

業
説
明
会
や
個
人
相
談
、
職
業
適
性
診

断
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
犬
山
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１２
日
貊

午
前
１０
時
か
ら
正
午

場
所

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
「
フ

ロ
イ
デ
」

講
師

名
古
屋
就
職
セ
ン
タ
ー
所
長

志
賀
実
樹
也
さ
ん

内
容

「
失
敗
し
な
い
た
め
の
面
接
講

座
」
〜
必
ず
押
さ
え
る
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
〜

定
員

２０
名
（
事
前
申
込
み
必
要
）

対
象

大
学
・
短
大
等
の
学
生
と
３５
歳

未
満
の
若
者
と
そ
の
家
族

参
加
費

無
料

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

犬
山
市
経
済
環
境
部
農
林
商
工
課

蘂
０
５
６
８
―

６１
―

１
８
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http;//w
w
w
.city.inuyam

a.aichi.jp/

９
月
10
日
か
ら
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」
で
す

平
成
１９
年
に
、
愛
知
県
で
自
ら
命
を

絶
た
れ
た
方
は
１
４
１
４
人
と
な
り
、

９
年
連
続
で
高
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
殺
は
、
家
族
や
周
り
の
人
々
に
も

大
き
な
悲
し
み
を
も
た
ら
し
、
社
会
全

体
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
自

殺
は
個
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
そ

の
背
景
に
は
様
々
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

自
殺
を
減
ら
す
に
は
一
人
ひ
と
り
の
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。

こ
の
自
殺
予
防
週
間
に
、
命
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

場
所
で
「
自
殺
予
防
街
頭
啓
発
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
お
よ
び
場
所

▼
９
月
１１
日
貅

午
後
４
時
か
ら
５
時

犬
山
駅
周
辺
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

犬
山
店

▼
９
月
１２
日
貊

午
後
４
時
か
ら
５
時

ア
ピ
タ
江
南
西
店

内
容

啓
発
資
材
を
配
布
し
な
が
ら
自

殺
予
防
の
呼
び
か
け

問
合
せ
先

江
南
保
健
所
健
康
支
援
課

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

蘂
５６
―

２
１
５
７
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そ
の
他

そ
の
他

第
１
回
健
康
教
室

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

労
働
講
座

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

就
職
フ
ェ
ア
in
犬
山「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂

自
殺
予
防
週
間

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂



犬
山
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、
新
規

学
校
卒
業
予
定
者
に
対
す
る
採
用
選
考

の
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
差
別
の

な
い
公
正
な
採
用
選
考
を
実
施
す
る
た

め
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
「
公

正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

９
月
５
日
貊

午
後
２
時
か
ら

４
時

場
所

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
「
フ

ロ
イ
デ
」

多
目
的
研
修
室

内
容

講
演
「
公
正
な
採
用
選
考
・
人

権
問
題
に
つ
い
て
」、
ビ
デ
オ
上
映
等

問
合
せ
先

犬
山
公
共
職
業
安
定
所

求
人
・
専
門
援
助
部
門

蘂
０
５
６
８
―

６１
―

２
１
８
７

１０
月
１
日
、
全
国
で
平
成
２０
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。

こ
の
調
査
は
５
年
ご
と
に
お
こ
な
わ

れ
て
お
り
、
今
回
で
１３
回
目
に
あ
た
り

ま
す
。
全
国
で
約
３
５
０
万
世
帯
、
愛

知
県
で
は
約
１９
万
世
帯
を
対
象
に
お
こ

な
わ
れ
、
最
も
規
模
の
大
き
い
標
本
調

査
に
な
り
ま
す
。

調
査
の
目
的

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市

町
村
が
、
住
生
活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の
重

要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
私
た
ち

の
住
生
活
の
向
上
に
大
切
な
役
割
を
果

た
し
ま
す
。

調
査
方
法

調
査
対
象
と
な
る
お
宅
に
は
、
９
月

下
旬
か
ら
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が
、

調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容

は
、
統
計
の
作
成
以
外
の
目
的
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

愛
知
県
県
民
生
活
部
統
計
課

蘂
０
５
２
―

９
５
４
―

６
１
０
０

平
成
２１
年
３
月
３１
日
で
「
特
別
慰
労

品
」
贈
呈
の
受
付
が
終
了
し
ま
す
。

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、

引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、
特
別
慰
労

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。（
ご
遺
族
の
方

は
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
）

「
引
揚
者
」
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い

て
、
戦
後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員

が
対
象
で
す
。

請
求
書
等
は
、
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
資
格
要
件
等
の
質

問
は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金

薔
０
１
２
０
―

２
３
４
―

９
３
３

ヨ
ガ
の
大
き
な
特
徴
は
、
呼
吸
法
と

イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
の
鍛
錬
。
普
段
の

生
活
で
は
あ
ま
り
意
識
し
な
い
こ
と
の

再
確
認
で
す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
心
と
身
体
の
リ

フ
ト
ア
ッ
プ
。
２
名
１
組
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
１３
日
貍

午
後
７
時
か
ら

８
時
４５
分

場
所

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
５
階

フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム

参
加
費

１
人
５
０
０
円

講
師

小
栗
久
実
子
先
生
（
日
本
ヨ
ガ

普
及
協
会
・
松
下
ヨ
ガ
学
院
指
導
員
）

定
員

１５
組
３０
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
み
先

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階

地
域
振
興
課

蘂
９４
―

０
５
３
０

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５
時
３０
分

ま
で
（
た
だ
し
祝
日
を
除
く
）

企
画
・
運
営

お
お
ぐ
ち
男
女
共
同
参
画
懇
話
会

障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
の
免
除
基
準
が
、
１０

月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

全
額
免
除

●
「
身
体
障
が
い
者
」「
知
的
障
が
い
者
」

「
精
神
障
が
い
者
」
が
世
帯
構
成
員
で

あ
り
、
世
帯
全
員
が
市
町
村
民
税

（
住
民
税
）
非
課
税
の
場
合

半
額
免
除

●
視
覚
・
聴
覚
障
が
い
者
が
世
帯
主
の

場
合

●
重
度
の
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い
者
、

知
的
障
が
い
者
、
精
神
障
が
い
者
）

が
世
帯
主
の
場
合

問
合
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

蘂
０
５
７
０
―

０
７
７
―

０
７
７

午
前
９
時
か
ら
午
後
１０
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
は
午
後
８
時
ま
で
）
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公
正
採
用
選
考
人
権
啓
発
推
進
員
研
修
会

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

役
場
／
情
報
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
３

蘂

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂

ペ
ア
ｄｅ
ヨ
ガ

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の
免
除
基
準
変
更

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
課

94
ー
１
２
２
２

蘂



秋
の
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

行
楽
に
向
か
う
車
の
た
め
交
通
量
が
増

え
、
日
没
時
間
が
日
増
し
に
早
く
な
る

こ
と
か
ら
、
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
が

心
配
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
交
通
情

勢
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識

を
高
め
、
交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

運
動
期
間

９
月
２１
日
豸
か
ら
３０
日
貂

運
動
の
重
点

▽
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

▽
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転

車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う

▽
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

▽
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成
金
と

ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備
事
業
助
成
金

の
下
半
期
申
請
受
付
を
お
こ
な
い
ま
す
。

募
集
期
間

９
月
１０
日
貉
か
ら
２６
日
貊

ま
で
に
地
域
振
興
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

申
請
書
類

地
域
振
興
課
へ
取
り
に
き

て
い
た
だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

日
時

１０
月
２６
日
豸

午
後
１
時
か
ら

場
所

憩
い
の
四
季
娯
楽
室

●
大
口
町
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
助

成
金
申
請

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
必
要

な
資
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

大
口
町
ま
ち
づ
く
り
団
体
・
大

口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

※
事
業
費
の
支
援
を
要
し
な
い
元
気
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
。
承
認
さ
れ
る
と
次
の
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

承
認
後
受
け
ら
れ
る
支
援

①
事
業
開
催
の
際
の
施
設
利
用
や
広
報

紙
・
広
報
無
線
に
よ
る
お
知
ら
せ

②
会
議
場
所
等
の
提
供
、
コ
ピ
ー
機
や

印
刷
機
な
ど
の
利
用

●
ま
ち
づ
く
り
道
具
箱
整
備
事
業
助
成

金
申
請

一
定
期
間
継
続
し
て
お
こ
な
う
、

公
益
性
の
あ
る
事
業
を
推
進
す
る
た

め
に
必
要
な
施
設
お
よ
び
設
備
の
整

備
、
ま
た
は
改
修
事
業
に
要
す
る
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

※
ま
だ
登
録
を
し
て
い
な
い
団
体
は
、

団
体
登
録
申
請
を
先
に
済
ま
せ
て
か

ら
事
業
申
請
を
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ

い
。（
随
時
受
付
可
）

G
enki

森
も
り
が
、
恒
例
と
な
り
ま

し
た
「
育
樹
会
」
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
１
年
目
、
２
年
目
と
成
長
す
る
樹

木
を
観
な
が
ら
の
作
業
と
、
ふ
れ
あ
い

会
を
お
こ
な
い
ま
す
。

日
時

９
月
２７
日
貍

午
前
１０
時
か
ら

午
後
２
時
（
雨
天
予
備
日

２８
日
豸
）

場
所

尾
張
広
域
緑
道
お
よ
び
ラ
モ
ー

ナ
幼
稚
園
園
庭

参
加
費

▽
大
人

３
０
０
円

▽
小
学
生
以
下

１
０
０
円

定
員

５０
名
（
先
着
順
）

内
容

育
樹
会
、
焼
そ
ば
等
を
食
べ
な

が
ら
の
ふ
れ
あ
い
会

持
ち
物

軍
手
、
鎌
、
は
し

主
催

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

G
enki

森
も
り

共
催

大
口
町
Ｎ
Ｐ
Ｏ
登
録
団
体

河

北
エ
コ
リ
サ
イ
ク
ル
の
会

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

G
enki

森
も
り

寺
澤

蘂
０
９
０
―

３
５
８
６
―

８
８
２
５

「
あ
い
ち
Ｂ
Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
」
を
使
っ

て
、
あ
な
た
の
お
店
・
会
社
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

（
事
業
継
続
計
画
）
作
成
の
た
め
の
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

１０
月
２
日
貅

午
後
２
時
か
ら

４
時

場
所

愛
知
県
三
の
丸
庁
舎
地
下
２
階

Ｂ
２
０
３
会
議
室

定
員

４５
名

内
容

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
重
要
性
、
あ
い
ち
Ｂ

Ｃ
Ｐ
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
に
実
務
ポ
イ
ン
ト
な
ど

参
加
費

無
料

申
込
方
法

所
定
の
申
込
書
を
郵
便
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

愛
知
県
産

業
労
働
部
中
小
企
業
金
融
課

〒
４
６
０
―

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

蘂
０
５
２
―

９
５
４
―

６
３
３
５

蕭
０
５
２
―

９
５
４
―

６
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル

kinyu@
pref.aichi.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aochi.jp/
0000017063.htm

l
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秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
行
政
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
１
３

蘂
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
事
業

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

ふ
れ
あ
い
育
樹
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階
／
地
域
振
興
課

94
ー
０
５
３
０

蘂

あ
い
ち
Ｂ
Ｃ
Ｐ
講
習
会

役
場
／
環
境
経
済
課

95
―
１
１
１
１

内
線
１
６
６

蘂
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

大
口
中
学
校
の
応
援
団
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▲生徒たちと一緒に給食の試食会も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー

銀
粘
土
サ
ー
ク
ル

7
11
金

毎
月
、第
2・4
週
の
金
曜
日
、中
央
公
民

館
で
シ
ル
バ
ー
教
室
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
出
来
上
が
る

ま
で
の
工
程
は
、ま
ず
、デ
ザ
イ
ン
を
し
て
か

ら
、銀
粘
土
と
い
う
素
材
を
使
っ
て
造
形
。

そ
の
後
、焼
成
し
て
か
ら
丁
寧
に
研
磨
し
て

仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
細

か
な
工
程
を
丁
寧
に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と

で
、完
成
度
の
高
い
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
生
ま

れ
ま
す
。

「
作
品
に
よ
っ
て
は
、難
し
い
作
業
も
あ

り
、な
か
な
か
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
ん
で

す
け
ど
、出
来
上
が
る
と
う
れ
し
い
で
す

よ
！
」と
、生
徒
さ
ん
。

2
つ
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
、『
大
口
中
学
校
地
域

支
援
本
部
』が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

『
大
口
中
学
校
地
域
支
援
本
部
』と

は
、地
域
と
大
口
中
学
校
の
架
け
橋
と

な
り
、生
徒
を
学
校
教
育
以
外
に
、地
域

住
民（
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）で
、

支
援
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。

自
分
た
ち
の
持
っ
て
い
る
知
恵
や

特
技
、技
術
を
活
か
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、生
徒
た
ち
の
い
る
時
間

内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

第
一
回
目
の
説
明
会
に
多
く
の
方

が
参
加
。生
徒
た
ち
の
成
長
に
つ
な

が
る
活
動
は
何
が
あ
る
か
な
ど
、意

見
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

▲講師の青木タミさん

▲焼成後の研磨作業

ボランティア登録はいつでもできます。問合せ先 生涯学習課蘂95-3155

第2・4
金曜日
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涼
し
げ
な
夏
の
寄
植
え

ヘ
ル
シ
ー
エ
イ
ジ
ン
グ
の
会

み
ん
な
の
グ
ラ
ン
ド
い
つ
も
き
れ
い
に

大
口
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

憩
い
の
四
季
娯
楽
室
で
、寄
植
え
教
室
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
寄
植
え
は
、ギ
ヌ
ラ
・
ス
パ
テ
ィ

フ
ィ
ラ
ム
な
ど
、見
た
目
に
も
涼
し
げ
な
色

の
植
物
で
す
。

「
大
口
町
の
み
な
さ
ん
は
、お
花
が
好
き

な
方
が
多
く
熱
心
。い
つ
ま
で
も
大
切
に
寄

植
え
を
育
て
て
く
れ
る
の
で
、親
し
み
を
感

じ
ま
す
。次
は
ど
ん
な
寄
植
え
に
す
る
と
、

み
な
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
る
か
な
？

っ
て
考

え
る
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
」と
、講
師

の
佐
藤
喜
久
子
さ
ん
。

7
5

土

7
26
土

N
H
K
教
育
テ
レ
ビ『
お
か
あ
さ
ん
と
い

っ
し
ょ

あ
そ
び
だ
い
す
き
！
』に
あ
そ
び

歌
を
提
供
し
て
い
る
ケ
ロ
ポ
ン
ズ
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
、大
口
町
民
会
館
で
お

こ
な
わ
れ
、多
く
の
家
族
連
れ
で
会
場
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
め
る
、笑
い
あ
り
、歌
あ
り
、

遊
び
あ
り
、体
操
あ
り
、な
ん
で
も
あ
り
の
ス

テ
ー
ジ
！
「
友
人
と
二
人
で
来
ま
し
た
。

大
人
で
も
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た

よ
」と
、佐
藤
さ
ん
。

ケ
ロ
ポ
ン
ズ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

子
ど
も
と
文
化
の
森

7
5

土

▲コンサート後の握手会

グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
の
練
習
場
周

辺
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、大
口
町
グ

ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会
地
区
当
番
の

み
な
さ
ん
が
、毎
回
練
習
前
に
清
掃

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、今
年
に
入
っ
て
か
ら
一

番
の
猛
暑
日
。早
朝
に
も
か
か
わ
ら

ず
、う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、草
抜

き
や
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。

清
掃
活
動
終
了
後
、グ
ラ
ン
ド
で

は
、ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
出

場
す
る
選
手
を
選
抜
す
る
た
め
、町
内

選
抜
大
会
が
お
こ
な
わ
れ
、参
加
者
は

プ
レ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
、熱
戦
を
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
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あなたの身のまわりの「まちの話題」をお寄せください。
問合せ先 役場 情報課 蘂95-1111 内線163
※「まちの話題」は「大口町NPO団体登録ZOOM」が取材・編集をおこなっています。

母
親
に
も
思
春
期
？子ど

も
と
文
化
の
森

チ
ェ
リ
ー
ズ
、こ
の
夏
大
奮
闘
！

7
13
日

夏
だ
ヨ
！！

プ
ー
ル
ま
つ
り

温
水
プ
ー
ル

7
21
月

▲チェリーズAチーム

▲チェリーズBチーム

大
口
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

チ
ェ
リ
ー
ズ
の

A
チ
ー
ム
、B
チ
ー
ム
が
こ
の
夏
、練
習
の
成

果
を
発
揮
し
、好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
！

助
産
師
で
も
あ
る
前
田
弘
子
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、『
母
親
に
も
思
春

期
？

〜
心
と
体
を
大
切
に
し
て
ま

す
か
〜
』の
講
演
会
が
、健
康
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

昔
に
比
べ
出
産
時
期
や
、子
ど
も

を
産
み
育
て
る
年
齢
が
高
齢
化
に
な

っ
て
い
る
生
活
の
中
で
、こ
れ
か
ら
の

人
生
を
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
、女

性
の
課
題
で
も
あ
る『
更
年
期
』へ
の

対
応
に
つ
い
て
、お
話
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

毎
年
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
、プ
ー
ル
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

終
日
無
料
で
プ
ー
ル
を
利
用
で
き
、気
軽
に

お
好
み
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。

開
放
時
間
の
前
か
ら
プ
ー
ル
受
付
け
に

は
多
く
の
人
の
列
が
。

プ
ー
ル
ま
つ
り
終
了
後
は
、小
学
校
4
年

生
以
上
を
対
象
に
し
た
着
衣
泳
講
習
会
も

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

A
チ
ー
ム全

日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
尾
張
大
会

全
日
本
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会

準
優
勝

1
勝

6
28・29

7
5

B
チ
ー
ム江

南
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

江
南
市
夏
季
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

準
優
勝

奨
励
賞

5
5

7
5チ

ェ
リ
ー
ズ
で
は
、三
〜
五
年
生
の
団
員

を
募
集
中
！
水
・
土
・
日
と
週
三
回
旧
大

口
北
部
中
学
校
で
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル・バ
ド
ミ

ン
ト
ン
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
問
合
せ
は

団
長
玉
野（
95
ー
3
9
7
5
）ま
で
。
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今
年
4
月
、旧
総
合
福
祉
会
館
の
管
理
人

室
を
改
造
し
、本
格
的
調
理
器
材
が
揃
っ
た

『
い
こ
い
工
房
』が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、パ
ン
作
り
が
好
き
な
仲

間
が
集
ま
り
、『
ぱ
ん
や

な
か
よ
し
こ
よ

し
』を
結
成
。

「
業
務
用
調
理
器
具
に
慣
れ
た
り
、商
品

開
発
や
研
究
を
重
ね
、い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。今
後
も
、地
産

地
消
を
目
指
し
た
パ
ン
作
り
に
取
り
組
み
、

活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
」と
代
表
の
酒
井

さ
ん
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、参
加
者
の
意
見
も
参

考
に
し
、9
月
3
日（
水
）憩
い
の
四
季
朝
市
に

て
本
格
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

自
然
塾
で
、夏
休
み
の
思
い
出
作
り

わ
く
わ
く
お
お
ぐ
ち
21

環
境
改
善
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
大
口
町
N
P
O
団
体「
わ
く
わ
く
お
お
ぐ

ち
21
」が
、役
場
近
く
の
五
条
川
周
辺
で『
自

然
塾
』を
催
し
、た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の
も
と
、

普
段
で
き
な
い
五
条
川
で
の
水
遊
び
や
田
ん

ぼ
で
の
泥
ん
こ
遊
び
に
、子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
！

い
た
る
所
で
元
気
な
歓
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。

他
に
も
迫
力
満
点
の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
試

乗
体
験
や
丹
羽
消
防
の
は
し
ご
車
体
験
、模

擬『
五
条
川
で
さ
か
な
釣
り
』、放
水
体
験
な

ど
、楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
。

▲泥んこの子どもたち

8
3

日

地
産
地
消
目
指
す
、

い
こ
い
工
房
『
試
食
会
』

8
2

土

▲試食会のパンに使われた黒米、玉ねぎ、たまごは大口の食材

▲▼どのパンもおいしかったです！

▲流しそうめん

▲魚のつかみどり
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まちの達人
前 田 佳 博 さん下小口

“若さ”を生かして
地域に貢献したい！
そんな思いを込めて
『桜口魂』を設立！

き
っ
か
け
は
…

前
田
さ
ん
は
5
年
前
、『
成
人
の
集
い
実
行
委

員
会
』に
参
加
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、自
分
が

生
ま
れ
育
っ
た
大
口
町
を
、色
々
な
面
か
ら
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ま
ず
は
、地
域
を
活
性
化
し
な
け
れ
ば
と
思

い
、そ
れ
で『
愛
知
県
地
域
活
動
推
進
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座
』を
受
講
し
ま
し
た
」

講
座
修
了
後
、前
田
さ
ん
は
仲
間
10
名
と
共

に『
桜
口
魂
』を
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
。

「
で
も
、結
成
当
初
は
、『
若
さ
を
生
か
し
て
、大

口
町
を
も
っ
と
活
性
化
し
た
い
』と
い
う
思
い
ば

か
り
が
空
回
り
し
て
、何
を
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
、暗
中
模
索
の
状
態
で
し
た
よ
」

と
、当
時
を
振
り
返
り
、苦
笑
い
。

ま
ず
は
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
P
R
活
動
を

始
め
、活
動
拠
点
探
し
に
力
を
入
れ
る
事
に
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、今
で
は『
や
ろ
舞
い
大
祭
』

『
植
樹
会
』『
子
ど
も
会
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
』

な
ど
に
、『
桜
口
魂
』は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に
、『
楽
し
か
っ
た
よ
』『
ま
た

来
年
も
や
っ
て
ね
』と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
と
、本

当
に
元
気
が
湧
い
て
来
ま
す
」

子
ど
も
た
ち
の
声
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
と
、

飛
び
っ
き
り
の
笑
顔
の
前
田
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
は
、モ
ノ
づ
く
り
教
室
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
を
自
分
た
ち
で
企
画
し
て
、異
年
齢
交

流
の
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

大
好
き
な
町
に
も
っ
と
も
っ
と
貢
献
し
た
い

と
、前
田
さ
ん
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

写真上／『桜口魂』は地域の様々な行事に参加しているので、「こ
のお兄ちゃん、知ってる～」という子どもたちも多いのでは？
写真中／スタッフ養成講座の講師として、後継者の育成にも力を
入れています。
写真下／《Genki森もり》さんと一緒に植樹会。世代を超えた交流
は、とても楽しくて学ぶ事も多かったそうです。

おおぐちだましい
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Be AmbitiousBe Ambitious vol.171vol.171 町内にお住まいの20代の皆さんがリレーで登場！町内にお住まいの20代の皆さんがリレーで登場！

幼
い
頃
か
ら
漠
然
と
先
生
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
て
、英
語
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、大
学
は
英
米
語
学

科
に
進
み
ま
し
た
。

大
学
に
入
学
し
た
年
、小
学
3

年
か
ら
6
年
生
を
対
象
に
し
た

『
生
き
生
き
土
曜
教
室
』に
、支
援

者
と
し
て
英
語
学
級
に
参
加
。そ
の

経
験
か
ら
、教
師
に
な
り
た
い
と
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

1
年
半
前
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

留
学
し
、英
語
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ツ
ー
ル
だ
と
痛
感
。も
っ
と
も
っ

と
生
き
た
英
語
の
楽
し
さ
を
、子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
と
日
々
思

っ
て
い
ま
す
。

教
職
に
就
い
た
ら
、勉
強
だ
け
で

は
な
く
、小
5
の
頃
の
恩
師
の
よ
う

な
、生
徒
ひ
と
り
一
人
と
正
面
か

ら
向
き
合
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
密
に
取
る
、そ
ん
な
先
生
を
目
指

し
た
い
で
す
。

就
職
は
教
員
一
本
に
絞
り
、今
は

来
年
7
月
の
試
験
に
向
け
て
、夢
を

実
現
す
る
た
め
奮
闘
中
で
す
。

父
は
と
て
も
し
つ
け
に
は
厳
し

い
人
。で
も
、そ
こ
に
は
愛
情
が
あ

り
ま
し
た
。自
分
が
苦
し
ん
で
い
る

時
に
は
い
つ
も
助
け
て
く
れ
た
、理

想
的
な
父
親
で
す
。

母
は
心
配
性
。早
く
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
て
、心
配
か
け
な
い
よ

う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

こ
ん
な
先
生
に
子
ど
も
を
預
け

た
い
！
切
に
そ
う
思
い
ま
し
た
♪

夢
は
熱
血
、英
語
教
師
！？

中
学
校
の
英
語
教
師
に
！

取
材
に
て

愛
情
い
っ
ぱ
い
の
両
親

外国人留学生と英語で意気投合！

前
田

健
治
さ
ん（
竹
田
）
S
62・4・11
生

さんかく物語さんかく物語さんかく物語

ゆ
う
げ
の
団
ら
ん
、智
子
は
夫
に
今
日
マ
ザ
ー
ズ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
行
っ
て
来
た

こ
と
、採
用
ま
で
の
サ
ポ
ー
ト
態
勢
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

夫「
そ
っ
か
ぁ
、今
日
行
っ
て
来
た
の
か
。こ
こ
の
と
こ
ろ
ひ
と
り
で
思
い
詰
め

て
い
た
よ
う
だ
っ
た
か
ら
、気
に
は
な
っ
て
い
た
ん
だ
。」

智
子「
こ
れ
か
ら
子
ど
も
の
教
育
費
も
か
か
る
こ
と
だ
し
、私
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
も
仕
事
を
し
た
い
の
よ
。」

夫「
そ
う
だ
な
あ
。い
ま
の
職
場
は
子
育
て
世
代
の
従
業
員
に
理
解
が
あ
っ
て

『
子
ど
も
を
風
呂
に
い
れ
る
時
間
だ
ろ
、早
く
帰
れ
。』と
言
っ
て
く
れ
る
ん
だ

よ
。僕
も
こ
れ
か
ら
は
協
力
す
る
よ
。き
っ
と
仕
事
の
効
率
も
上
が
る
よ
ね
。」

そ
う
言
う
夫
の
言
葉
に
、今
朝
か
ら
の
緊
張
感
が
一
気
に
吹
き
飛
ん
だ
。

そ
ん
な
二
人
の
様
子
を
み
て
い
た
子
ど
も
が
自
分
の
話
も
聞
い
て
と
言
わ

ん
ば
か
り
に「
マ
マ
、こ
の
ハ
ン
バ
ー
グ
美
味
し
い
ね
ぇ
〜
」す
る
と
す
か
さ
ず

夫
が「
マ
マ
の
手
作
り
煮
込
ハ
ン
バ
ー
グ
も
い
い
け
れ
ど
、た
ま
に
は
こ
の
デ
パ

地
下
ハ
ン
バ
ー
グ
も
い
い
よ
ね
」「
あ
な
た
、〝
デ
パ
地
下
〞は
余
分
で
し
ょ

（
笑
）」智
子
の
な
か
で
何
か
が
大
き
く
動
き
出
し
た
一
日
だ
っ
た
。
つ
づ
く

※
1

家
庭
内
で
の
男
女
共
同
参
画
と
は

女
性
が
社
会
に
出
て

仕
事
を
す
る
か
し
な
い
か
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭・家
族
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
決
ま
る

も
の
で
、決
し
て
女
性
に
仕
事
を
も
つ
こ
と
を
促
し
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ
よ
。

3
が
企
画
す
る『
さ
ん
か
く
物
語
』

※この物語はおおぐちに住むアラフォー世代の女性に視座をおき、皆さんから寄せられたご意見・ご要望をもとに物語が展開していきます。
ご意見・ご感想・ご要望は地域振興課まで メール chiiki@town.oguchi.lg.jp 電話 94－0530

■
育
児
時
間
を
請
求
で
き
る
事
業
所

■
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率

男
性
の
育
児
参
加
に
つ
い
て

平
成
16
年
度

平
成
9
年
度

平
成
18
年
度

平
成
15
年
度

24.3％

38.5％

0.44％

0.57％

平成16年、18年厚生労働省
「女性雇用管理基本調査」



は
じ
め
ま
し
て
、3
月
22
日
に
生
ま

れ
た
近
藤
愛
桜
で
す
。

最
近
マ
マ
と
一
緒
に
、毎
日
近
所
の

お
兄
ち
ゃ
ん
と
遊
ぶ
の
が
日
課
だ
よ
。

お
兄
ち
ゃ
ん
っ
た
ら
、い
つ
も
車
の
お
も

ち
ゃ
を
貸
し
て
く
れ
る
ん
だ
け
ど
…
。私

女
の
子
な
ん
だ
け
ど
な
ぁ
。

私
は
パ
パ
似
で
、
一
緒
に
お
で

か
け
す
る
と｢

う
り
ふ
た
つ
だ
ね｣

っ
て
言
わ
れ
る
ん
だ
よ
。あ
と｢

お

父
ち
ゃ
ん｣

っ
て
呼
ば
れ
た
り
も
す

る
ん
だ
よ
。私
の
髪
の
毛
は
少
な

い
け
ど
女
の
子
な
の
に
な
ぁ
…
。

で
も
男
の
子
に
間
違
え
ら
れ
て

も
、お
話
し
し
て
も
ら
え
る
の
は

す
ご
く
嬉
し
い
か
ら
、ど
こ
か
で

見
か
け
た
ら
気
軽
に
声
を
か
け
て

ね
♪

わ
た
し
、佐
藤
小
桜
。平
成
20
年
3

月
24
日
、桜
が
咲
き
始
め
た
頃
に
生
ま

れ
ま
し
た
。

病
院
か
ら
退
院
す
る
日
に
は
、パ
パ

と
マ
マ
の
3
人
で
、わ
た
し
の
名
前
に

ち
な
ん
だ
五
条
川
の
満
開
の
桜
の
下
に

て
記
念
撮
影
し
た
よ
。

最
近
の
お
気
に
入
り
は
携
帯

電
話
。マ
マ
が
横
で
メ
ー
ル
し
て

い
る
と
、思
わ
ず
両
手
を
伸
ば
し

て
触
り
た
く
な
っ
ち
ゃ
う
の
。そ
れ

か
ら
わ
た
し
、「
あ
〜
う
〜
」っ
て

沢
山
お
し
ゃ
べ
り
出
来
る
の
よ
！

只
今
、沢
山
の
愛
情
を
受
け
な

が
ら
ス
ク
ス
ク
成
長
中
！

わ
た

し
、も
っ
と
も
っ
と
大
き
く
な
る
か

ら
楽
し
み
に
し
て
て
ね
〜
☆

No.579

さとう こはるちゃん

No.578

こんどう あいらちゃん
（
下
小
口
）お父

さ
ん

佐
藤

範
明

お
母
さ
ん

桂
子

（
余
野
）お

父
さ
ん

近
藤

昌
宏

お
母
さ
ん

恵
美
子

情報課 広報統計グループ 蘂95-1111 内線163 薨95-1030
大口町ホームページ http://www.town.oguchi.aichi.jp/
Ｅメールアドレス info@town.oguchi.lg.jp

人 口 計 21,844人 男性 11,048人（前月比 ＋15人）
（8月1日現在） 女性 10,796人（前月比 ＋3人）
世帯数 7,561世帯（前月比 ＋22世帯）
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毎
日
溶
け
そ
う
に
暑
い
で
す
。し
か
し
、

水
分
も
脂
肪
も
溶
け
出
し
て
い
る
は
ず
な

の
に
、な
ん
で
痩
せ
な
い
ん
で
し
ょ
う
。不
思

議
で
す
ぅ
。あ
、ビ
ー
ル
か
♪

毎
晩
飲
ん

で
ち
ゃ
ね
ぇ
。

（
す
も
も
）

今
年
は
、日
焼
け
止
め
を
マ
メ
に
塗
っ
て

い
た
の
で
、去
年
よ
り
は
さ
ほ
ど
焼
け
て
な

か
っ
た
の
で
す
が
、プ
ー
ル
に
い
っ
た
り
す
る

と
や
っ
ぱ
り
ダ
メ
で
す
ね
。あ
わ
て
て
集
中

美
白
で
す
。

（
か
こ
）

岐
阜
県
で
素
敵
な
天
然
石
の
お
店
を
見

つ
け
ま
し
た
。天
然
石
に
細
い
ワ
イ
ヤ
ー
で

か
わ
い
く
細
工
が
し
て
あ
る
ん
で
す
よ
。教

室
も
開
か
れ
て
い
た
の
で
、早
速
申
込
ん
で

き
ま
し
た
！

（
た
ー
ぼ
ー
）

174水
田

由
子
さ
ん

暖
く
ん

H
18
・
12
・
27
生

秋田
○
月
×
日

暖
は
車
が
大
好
き
。ト
ラ

ッ
ク
や
バ
ス
を
見
る
と
大
喜
び
！

お

も
ち
ゃ
も
い
ろ
ん
な
物
が
あ
っ
て
も
、や

っ
ぱ
り
遊
ぶ
の
は
、車
ば
か
り
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
行
く
と
必
ず
ミ
ニ

カ
ー
を
ひ
と
つ
買
っ
て
い
た
ら
、マ
マ
ま

で
ハ
マ
ッ
ち
ゃ
っ
て
、ミ
ニ
カ
ー
集
め
が

楽
し
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ヨ
♪

○
月
×
日

元
気
で
わ
ん
ぱ
く
だ
け
ど
、

こ
わ
が
り
な
暖
。ち
ょ
っ
と
し
た
段
差

で
も
手
を
つ
い
て
降
り
た
り
、大
き
な

音
に
び
っ
く
り
す
る
と
、マ
マ
か
ら
離

れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
…
。

ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
も
、こ
わ
が
っ
て
ま

っ
た
く
入
れ
な
い
。少
し
の
水
で
練
習
し

て
い
く
う
ち
に
や
っ
と
克
服
!!

○
月
×
日

４
時
頃
か
ら
近
所
の
友
達

数
人
と
散
歩
す
る
の
が
最
近
の
日
課
。

子
ど
も
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
、立
ち
止
ま

っ
た
り
、ま
た
歩
い
た
り
…
と
１
時
間

く
ら
い
ぶ
ら
ぶ
ら
。

時
々
み
ん
な
で
お
好
み
パ
ー
テ
ィ
ー

や
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
な
ど
も
。友
達

と
仲
良
く
成
長
し
て
い
き
た
い
ね
♪
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